
七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

日
時　

平
成
30
年
7
月
21
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
二
千
円
（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

天
界
に
帰
還
し
た
中
村
天
風
先
生

が
今
の
日
本
人
に
伝
え
た
い
こ
と

　
　
　
　

講
師　

清
水　

浦
安 

氏

　
　
　
　
　
　
　

愛
宕　

な
み 

氏

は
じ
め
ま
し
て
、
N
P
O
法
人
ワ
ン

ド
ロ
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
起
人
の

清
水
浦
安
で
す
。

講
演
日
に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
代

表
理
事
の
愛
宕
な
み
さ
ん
、
霊
人
中
村

天
風
先
生
と
共
に
、
宇
宙
創
造
の
ひ
と

し
ず
く「
ワ
ン
ド
ロ
ッ
プ
」
を
抱
く
ひ
と

と
し
て
、「
ワ
ン
ド
ロ
ッ
プ
」
に
心
を
合

わ
せ
て
生
き
る
意
味
と
そ
の
意
義
を
お

話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

霊
人
中
村
天
風
先
生
か
ら
の
ご
挨
拶

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

「
日
本
サ
イ
科
学
会
の
会
員
諸
君
、
生

前
中
村
天
風
で
あ
り
ま
す
。

何
故
、
霊
人
と
な
っ
た
中
村
天
風
が

清
水
浦
安
君
に
天
界
よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
り
続
け
て
い
る
か
、
そ
こ
ら
へ
ん

の
経
緯
と
、
天
界
で
は
こ
の
地
上
界
に

何
を
な
さ
ん
と
目
的
な
い
し
計
画
の
あ

ら
ま
し
を
天
風
な
り
の
話
を
い
た
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
な
!�

お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
ぞ
。」

※
清
水
浦
安
氏
は
、
ほ
っ
か
ほ
っ
か
弁

当
を
始
め
と
し
て
種
々
の
食
品
の
フ
ラ

ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン
を
経
営
し
て
い

た
経
営
者
の
時
代
か
ら
、
中
村
天
風
先

生
ら
の
霊
的
な
指
導
を
受
け
て
、
平
成

15
年
全
て
の
事
業
を
清
算
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
「
ワ
ン
ド
ロ
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
活
動
に
至
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
・

経
緯
や
現
在
の
新
し
い
活
動
へ
の
想
い

を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
話
も
興

味
深
く
面
白
い
語
り
口
の
方
な
の
で
、

会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を
お
誘

い
し
て
、
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

◎
清
水
浦
安
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

N
P
O
法
人
ワ
ン
ド
ロ
ッ
プ
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
発
起
人
。
91
年
、
自
己
の
内

今
月
号
の
記
事

◎
七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
第
27
回
全
国
大
会
の
発
表
者
募
集

◎
九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
7
月
、
9
月
、　

　

研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
中
部
サ
イ
科
学
会
9
月
研
究
集
会
の

　

お
知
ら
せ

◎
第
34
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
の
お

　

知
ら
せ

◎
第
3
回
占
星
学
と
運
命
創
造
学
の
研

　

究
分
科
会
の
お
知
ら
せ

◎
平
成
29
年
9
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅰ

　
（
訂
正
版
）

◎
第
四
二
六
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
四
二
七
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売

◎
ス
ピ
リ
ッ
ト
オ
ー
ブ
の
フ
ラ
ク
タ
ル

　

数
は
D
＝
1.9
～
2.3
で
あ
る

よ
り
導
き
の
霊
人
の
声
が
聞
こ
え
る
よ

う
に
な
る
。
98
年
霊
人
中
村
天
風
氏
に

よ
る
霊
育
指
導
が
始
ま
る
。「
自
神（
ワ

ン
ド
ロ
ッ
プ
）に
目
覚
め
、
自
神（
ワ
ン

ド
ロ
ッ
プ
）を
心
の
中
心
に
定
め
、
自
神

（
ワ
ン
ド
ロ
ッ
プ
）
を
持
っ
て
生
き
て
い

く
こ
と
、
生
け
る
神
は
我
が
内
に
在
り
」

と
す
る「
内
な
る
神
と
共
に
生
き
る
―
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神
性
復
古
」を
提
唱
し
て
い
る
。
著
書
に

『LILA
'S��Gospel-

太
陽
の
福
音
書
』、

『
こ
の
日
が
来
る
の
を
待
っ
て
い
た
―

初
め
て
地
球
人
に
な
る
日
』が
あ
る
。

◎
愛
宕
な
み
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

Good�M
atch�Relationship�by�N

am
i�

A
tago�A

gent

代
表
。
N�
P�
O
法
人
ワ

ン
ド
ロ
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
理

事
、『O

ne�D
rop�M

agazine

』編
集
長
。

清
水
浦
安
氏
の
セ
ミ
ナ
ー
、
著
作
な
ど

を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
他
、
良
縁
塾
を

通
し
、
人
の
意
識
の
向
上
に
取
り
組
み
、

神
性
復
古
運
動
を
軸
に
活
動
中
。
自
身

の
経
験
を
活
か
し
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
N�

P�

O
法
人
ワ

ン
ド
ロ
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
、
月
刊
誌『O

ne�D
rop�M

agazine

』

の
発
行
、
ワ
ン
ド
ロ
ッ
プ
聖
歌
隊
や
イ

ベ
ン
ト
の
運
営
な
ど
、
多
く
の
人
の
覚

醒
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
繰
り

広
げ
て
い
る
。

※
8
月
の
本
部
例
会
は
お
休
み
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　

　
一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
6
／
17
受
領
分
ま
で
）

金
三
千
円
也
　
　
　
眞
野
　
博
英
　
様

金
一
千
円
也　
　
　

片
山　

政
記　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
30
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第
27
回
全
国
大
会
発
表
募
集

毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も
10
月
8
日
（
月
・
祝
）

に
北
と
ぴ
あ
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
会
員

の
研
究
発
表
+
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
テ
ー

マ
：
水
と
健
康
）
が
予
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
に
は
積
極
的
な

発
表
ご
参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
で
も
、
そ
う

で
な
く
て
も
O
K
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、
現
在
も
し

く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取
り
を
し
て

ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現
象（
U
�F�

O
、
心
霊
現
象
等
）
の
目
撃
と
原
因
の

推
測
・
解
明
、
様
々
な
サ
イ
現
象
の
仮

説（
理
論
）
な
ど「
サ
イ
」
に
関
連
す
る

こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご

自
分
の
考
え
や
研
究
成
果
を
ま
と
め
て
、

発
表
し
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

7
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容（
2
0
0
字
く
ら
い
）
を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
F
A
X
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
い

た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
通
り
ま
し
た
ら
8
月
31
日
ま
で
に

原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で
戴

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式
は

後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

※
全
国
大
会
で
の
発
表
は
で
き
な
い
が
、

論
文
集「
サ
イ
科
学
」
の
資
料
と
し
て
、

発
表
し
た
い
原
稿
も
募
集
致
し
ま
す
。

「
サ
イ
科
学　

2
0
1
7
」
末
頁
の「
サ

イ
科
学
の
投
稿
審
査
規
定
」
を
よ
く
読

ん
で
、
応
募
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

日
時　

平
成
30
年
9
月
8
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
二
千
円
（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

四
〇
年
余
の
宇
宙
文
明
コ
ン
タ

ク
ト
か
ら
判
っ
て
き
た
こ
と
、

異
星
人
と
意
識

　
　
　
　

講
師　

秋
山　

眞
人 

氏

一
九
七
〇
年
代
、
超
能
力
に
目
覚
め

た
人
々
の
多
く
が
、
並
行
し
て
、
U
�F�

O
、
異
星
人
に
関
わ
り
続
け
て
き
ま
し

た
。能

力
の
開
発
法
か
ら
、
未
来
文
明
の

あ
る
べ
き
姿
に
至
る
ま
で
、
外
宇
宙
存

在
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
示
を
受
け
、

国
内
外
の
企
業
と
発
明
な
ど
を
行
っ
た

り
、
音
楽
、
芸
術
に
関
わ
る
ヒ
ン
ト
を

与
え
ら
れ
た
り
、
能
力
者
と
し
て
生
き

る
と
共
に
、
面
白
い
体
験
を
沢
山
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
皆
さ
ん
と
お
話
が
で
き

る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

宇
宙
生
命
体
の
所
在
と
目
的
に
つ
い

て
、
そ
の
世
界
観
と
、
私
た
ち
が
ど
う

つ
な
が
る
の
か
に
つ
い
て
、
お
話
し
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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※
秋
山
眞
人
氏
は
一
九
七
〇
年
代
、
ユ

リ
・
ゲ
ラ
ー
の
ス
プ
ー
ン
曲
げ
か
ら
始

ま
っ
た“
超
能
力
ブ
ー
ム
”
の
時
代
に
、

超
能
力
者
と
し
て
、
ま
た
U
F
O
、
異

星
人
に
関
わ
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し

て
、
活
躍
を
始
め
、
現
在
に
至
る
ま
で
、

企
業
経
営
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
マ
ス

コ
ミ
も
含
め
、
多
く
の
講
演
・
セ
ミ
ナ

ー
で
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ユ
リ
・

ゲ
ラ
ー
氏
と
も
親
し
く
、
こ
れ
ま
で
何

回
も
日
本
に
招
い
て
行
動
を
共
に
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

久
し
ぶ
り
の
日
本
サ
イ
科
学
会
の
御

講
演
で
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
は
是
非

ご
友
人
・
知
人
を
誘
わ
れ
て
ご
参
加
願

い
ま
す
。

◎
秋
山
眞
人
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
6
0
年
静
岡
県
下
田
市
生
ま
れ
。

射
手
座
。
精
神
世
界
の
長
老
と
も
、
ス

ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
と
も
い
わ
れ
る
。「
人

の
才
能
や
個
性
」
を
良
い
感
情
で
引
き

出
し
た
り
、
よ
り
強
化
す
る
こ
と
、
そ

し
て
な
に
よ
り
、
人
を
自
由
と
幸
せ
の

領
域
に
案
内
す
る
の
が
天
命
で
あ
る
と

い
う
。
お
も
し
ろ
い
人
に
会
う
の
が
趣

味
。
大
正
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
宗

教
学
博
士
課
程
前
期
修
了
。

13
歳
の
頃
に
神
秘
体
験
。
後
、
1�

9�

�

7�

4
年
に
ユ
リ
・
ゲ
ラ
ー
の
来
日
と
と

も
に
、
超
能
力
少
年
と
し
て
メ
デ
ィ
ア

に
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
警
察
官
、
郵
政

事
務
官
と
い
う
2
つ
の
公
務
員
生
活
を

経
て（
7
年
間
）、
上
京
。
商
社
、
出
版

社
勤
務
を
経
て
、
教
育
ビ
ジ
ネ
ス
の
現

場
で
ノ
ウ
ハ
ウ
研
究
を
重
ね
る
。
並
行

し
て
、
現
在
で
は
日
本
最
古
と
な
る
潜

在
未
知
能
力
の
実
用
性
研
究
を
行
う
研

究
所
を
運
営
。
そ
の
間
、
2
誌
の
雑
誌

の
編
集
長
を
兼
務
す
る
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

七
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

ワ
ク
ワ
ク
古
代
史
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　

講
師　

坂
井　

洋
一 

氏

日
時　

平
成
30
年
7
月
21
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
15
分
～
5
時

会
場　

阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　

第
一
研
修
室

交
通　

�

地
下
鉄
谷
町
線
「
阿
倍
野
駅
」

7
号
出
口
よ
り
あ
べ
の
ベ
ル
タ

地
下
2
階
通
路
を
通
り
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
で
3
階
へ

会
費　

会
員
二
千
円
（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

※
8
月
の
研
究
集
会
は
お
休
み
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

残
像
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
　
　
　

講
師　

高
岸　
　

弘 

氏

日
時　

平
成
30
年
9
月
15
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
15
分
～
5
時

会
場　

阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　

第
二
研
修
室

交
通　

�

地
下
鉄
谷
町
線
「
阿
倍
野
駅
」

7
号
出
口
よ
り
あ
べ
の
ベ
ル
タ

地
下
2
階
通
路
を
通
り
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
で
3
階
へ

会
費　

会
員
二
千
円
（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

日
時　

平
成
30
年
9
月
8
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
～
5
時

会
場　

博
愛
癒
院（
ゆ
う
い
ん
）

　
　
　

名
古
屋
市
港
区
名
四
町
1
1
3

交
通　

�

地
下
鉄
名
港
線
港
区
役
所
駅
下

車
か
ら
徒
歩
15
分

会
費　

一
〇
〇
〇
円
（
会
員
・
一
般
）

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

問
合
せ
0
8
0
・
1
6
5
8
7
3
9
8

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
34
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
12
回
U
F
O
・
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

テ
ー
マ
「
サ
イ
キ
ッ
ク
パ
ワ
ー
と

U
F
O
」

日
時　

平
成
30
年
7
月
16
日（
月
・
祝
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
5
時
30
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
3
会
議
室



　
　
　
（
品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22
）

交
通
　�
京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス「
渋
谷
駅
」
行

で
「
新
馬
場
駅
前
」
下
車

会
費　

会
員�

一
〇
〇
〇
円（
日
本
サ
イ

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
）�

　
　
　

一
般�

二
〇
〇
〇
円

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

�

（
世
話
役　

阿
久
津�

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
3
回　

占
星
学
と
運
命
創
造
学

の
研
究
分
科
会

日
時　

平
成
30
年
8
月
4
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
一
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

※�

ご
参
加
予
定
で
当
日
、
本
人
（
又
は

他
の
方
）
の
年
運
チ
ャ
ー
ト
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
事
前
印
刷
の
た
め
、

出
生
デ
ー
タ
を
事
前
に
お
知
ら
せ
願

い
ま
す
。（
詳
細
後
述
）

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

E
S
P
の
原
理
と
E
S
P
能
力
の

養
成
＋
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
占
星
学
に

よ
る
個
人
の
未
来
運
診
断

　
　
　
　

講
師　

瀬
尾　

泰
範 

氏

E�
S�
P（ExtraSensory�Perception�

：
超
感
覚
的
知
覚
）
は
テ
レ
パ
シ
ー
、

透
視
、
予
知
能
力
等
の
潜
在
意
識
に
お

け
る
受
信
能
力
に
な
り
ま
す
が
、
本
来

誰
で
も
持
っ
て
い
る
能
力
で
、
多
く
の

人
々
は
自
覚
し
て
い
な
い
だ
け
で
す
。

自
分
の
興
味
の
あ
る
事
柄
に
つ
い
て
、

潜
在
意
識
で
捉
え
た
情
報
を
顕
在
意
識

に
何
故
上
げ
ら
れ
な
い
の
か
、
上
げ
る

た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
を
実
例

を
挙
げ
な
が
ら
、
解
説
し
て
い
き
ま

す
。テ

レ
パ
シ
ー
、
透
視
能
力
に
つ
い
て

も
、
会
場
で
ゲ
ー
ム
形
式
で
コ
ツ
を
つ

か
み
な
が
ら
、
能
力
を
ア
ッ
プ
し
て
、

優
勝
者
も
決
め
ま
す
。

瀬
尾
が
考
案
し
た
チ
ャ
ー
ト
に
は
、

個
人
の
年
運
診
断
が
出
来
る
「
ア
ス
ト

ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
P（
プ
ロ

グ
レ
ッ
シ
ョ
ン
）」
が
あ
り
ま
す
が
、
当

日
こ
れ
を
一
人
ひ
と
り
お
渡
し
し
て
、

ま
ず
今
後
18
年
分
の
一
人
ひ
と
り
の
運

勢
の
波
を
診
断
し
ま
す
。

運
勢
の
波
の
下
が
っ
て
い
る
と
き
に

は
、
読
書
や
学
び
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
等

情
報
や
体
力
を
努
力
蓄
積
す
る
時
期
で

あ
り
、
運
勢
の
波
の
上
が
っ
て
い
る
と

き
は
、
社
会
に
対
し
て
精
一
杯
自
己
表

現
、
表
に
出
て
行
動
・
活
動
す
る
時
期

と
な
り
ま
す
。

※
8
月
4
日
（
土
）
に
ご
参
加
予
定
で
、

本
人
（
又
は
他
の
方
）
の
年
運
チ
ャ
ー

ト
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
印
刷
の

た
め
、
分
科
会
に
確
実
に
参
加
す
る
こ

と
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
左
記
の
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
あ
る
い
は
F
A
X
で
、

「
参
加
者
の
お
名
前
+
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
+
電
話
番
号
」
と
自
分
ま
た
は
年
運

を
診
断
し
て
ほ
し
い
人
一
人
の
出
生
デ

ー
タ
「
お
名
前
、
お
名
前
の
読
み
方
、

生
年
月
日
、
出
生
時
刻
（
あ
っ
た
方
が

よ
り
正
確
に
診
断
で
き
ま
す
）、
出
生
地

（
病
院
等
の
住
所
→
○
○
県
○
○
市
○

○
町
ま
で
分
か
れ
ば
ベ
ス
ト
）」
を
お
知

ら
せ
願
い
ま
す
。

E-m
ail�offi

ce21@
psij.m

ail-box.ne.jp

F
A
X
0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1

診
断
希
望
者
の
「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ

ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
Ｐ
」
18
年
分
（
無
料
）

を
カ
ラ
ー
印
刷
し
て
当
日
お
渡
し
し
、

チ
ャ
ー
ト
の
見
方
の
解
説
を
致
し
ま
す
。

※�

今
後
の
生
活
に
大
い
に
役
立
つ
内
容

で
す
の
で
、
是
非
興
味
を
も
っ
た
会

員
の
皆
様
は
ご
参
加
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
29
年
9
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

（
訂
正
版
）

※
「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
3
、
4
月
号
」

に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
「
9
月
本
部
例
会

報
告
Ⅰ
」
は
、
事
務
局
の
ミ
ス
で
、
石

川
允
朗
氏
の
平
成
26
年
9
月
の
本
部
例

会
に
お
け
る
録
音
フ
ァ
イ
ル
を
テ
ー
プ

起
こ
し
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

石
川
允
朗
氏
と
会
員
の
皆
様
に
は
、

心
か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

従
っ
て
、
平
成
29
年
9
月
本
部
例
会

報
告
Ⅰ
（
前
半
）
は
、
ま
だ
未
掲
載
で

す
の
で
、
今
回
正
し
い
も
の
を
テ
ー
プ

起
こ
し
致
し
ま
す
。

● ❹●



健
康
で
長
生
き
す
る
こ
と
を
科
学

的
と
心
霊
的
、
そ
し
て
Ｓ
Ｗ
Ⅱ
に

つ
い
て
の
実
演

　
　
　
　

講
師　

石
川　

允
朗 

氏

イ
ン
ト
ロ
に
な
り
ま
す
が
、
私
は
今

年
の
4
月
に
70
歳
に
な
り
ま
し
た
。
70

歳
で
す
と
普
通
は
会
社
を
辞
め
た
り
、

楽
隠
居
に
な
る
の
で
す
が
、
実
は
先
日

あ
る
ご
縁
で
、
あ
る
宮
司
さ
ん
か
ら
ご

推
薦
い
た
だ
き
ま
し
て
、
出
雲
大
社
に

参
り
ま
し
て
、
一
週
間
の
滝
行
、
作
法

の
修
行
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て「
権

少
講
義
（
ご
ん
し
ょ
う
こ
う
ぎ
）」
の
資

格
を
い
た
だ
い
て
参
り
ま
し
た
。

70
歳
に
な
り
ま
し
て
、
ま
た
第
二
か

第
三
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
新
し
い
人

生
が
開
け
て
き
ま
し
た
。
今
ま
で
は
な

ま
ぐ
さ
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
か
ら

は
神
事
の
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
も
出
雲
大
社
の
お
手
伝

い
な
の
で
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

お
り
ま
す
。
先
日
あ
る
霊
能
者
の
方
か

ら
、「『
神
と
の
約
束
事
の
契
約
で
す
の

で
、
せ
っ
か
く
い
た
だ
い
た
資
格
を
十

分
に
使
っ
て
、
尽
く
し
て
も
ら
い
た
い
』

と
い
う
霊
信
が
来
た
よ
。」
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
70
歳
に
な
っ
て
も
、
新
し
い
世

界
と
い
う
か
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
す

る
の
だ
な
、
と
思
い
ま
し
た

70
歳
と
い
い
ま
す
と
、
中
国
の
杜
甫

（
7
1
2
年
～
7
7
0
年
）
の
詩
・
曲

江
（
き
ょ
っ
こ
う
）
で
「
人
生
七
十
古

来
稀
な
り
」か
ら「
古
希
」と
呼
ば
れ
ま

す
が
、
現
代
で
は
ま
だ
若
い
方
で
す
。

◎
現
在
は
超
高
齢
化
社
会
に
向
け
て

　

驀
進
中

2
0
1
5
年
人
口
実
績

　

1
億
2
7
0
9
万
人

平
均
寿
命

　

男
80
・
75
歳　

女
86
・
95
歳

2
0
6
5
年
人
口
推
計

　

8
8
0
8
万
人

平
均
寿
命

　

男
84
・
95
歳　

女
91
・
35
歳

（
参
考
）過
去
の
人
口
実
績

1
8
7
0
年（
明
治
3
年
）

　

3
4
8
1
万
人

1
9
3
0
年（
昭
和
5
年
）

　

6
4
4
5
万
人

2
0
1
0
年（
平
成
22
年
）

　

1
億
2
8
0
5
万
人

・
高
齢
化
の
理
由

①
食
糧
事
情
が
改
善
さ
れ
た

②
医
療
の
向
上
と
薬
の
開
発

③
社
会
保
障
の
充
実

・
高
齢
化
の
マ
イ
ナ
ス
面
は

①
社
会
保
障
費
の
増
大

②
経
済
面
ヘ
マ
イ
ナ
ス
波
及

③
若
者
へ
の
負
担
増
大

④
経
済
発
展
の
低
下

⑤
食
料
自
給
率
低
下
等
々

だ
が
、
自
分
た
ち
の
幸
せ
で
楽
し
い

健
康
長
寿
の
老
後
生
活
を
目
指
す
だ
け

で
な
く
、
少
し
で
も
老
化
を
防
ぎ
、
健

康
寿
命
を
延
ば
す
に
は
、
ど
う
し
た
ら

い
い
か
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◎
生
き
る
こ
と

1
．
生
き
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

①�

人
間
の
生
と
は
、
卵
子
と
精
子
が
合

体
し
、
1
個
の
細
胞
か
ら
信
じ
ら
れ

な
い
ほ
ど
正
確
な
計
算
の
も
と
に
細

胞
分
裂
を
繰
り
返
し
て
、
こ
の
肉
体

を
一
部
の
狂
い
も
な
く
形
成
し
、
10

ヵ
月
後
に
60
兆
の
細
胞
を
持
っ
た
人

間
と
し
て
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
来
る
。

②�

た
だ
し
、
生
ま
れ
た
瞬
間
か
ら
、
何

時
あ
の
世
へ
旅
立
つ
の
か
の
月
日
を

探
す
こ
と
に
な
る
。

③�

現
在
の
平
均
寿
命
を
過
ぎ
る
と
、
あ

の
世
へ
の
旅
立
ち
と
な
っ
て
い
く
が
、

人
間
の
寿
命
は
、
本
来
1
5
0
歳
と

も
2
0
0
歳
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
世
で
の
生
活
環
境
、
ス
ト
レ
ス
、

病
気
に
罹
る
こ
と
に
よ
り
引
き
算
を

さ
れ
て
、
現
在
の
平
均
寿
命
に
な
っ

て
し
ま
う
と
い
わ
れ
る
。

④�

心
霊
的
に
は
、
こ
の
世
へ
は
魂
の
向

上
の
た
め
希
望
し
て
目
的
を
持
ち
、

何
回
も
生
ま
れ
て
く
る
と
い
う
こ
と
。

2
．
死
ぬ
こ
と
と
は

①�「
往
生
す
る
」こ
と
だ
が
、
こ
れ
は
あ

っ
ち
に
行
っ
て
生
ま
れ
る
と
い
う
意

味
。

②�

心
霊
的
に
は
、
こ
の
世
は
あ
の
世
の

写
し
と
言
わ
れ
て
い
る
。

③�

こ
の
世
で
必
要
性
が
あ
る
か
ら
生
ま

れ
、
必
要
が
無
く
な
れ
ば
あ
の
世
に

行
く
こ
と
と
な
る
。

●❺ ●



◎�
長
生
き
を
す
る
、
ま
た
健
康
に
な
る

に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
?

1
．
肉
体
的
に
つ
い
て

①�

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
が
元
気
で
あ
る
こ

と
、
増
や
す
こ
と
、
但
し
、
遺
伝
的

影
響
も
大
き
い
。

②�

ソ
マ
チ
ッ
ト
が
多
く
肉
体
に
存
在
す

る
。

③�

テ
ロ
メ
ア
が
長
い
、
分
裂
速
度
を
遅

ら
せ
る
。

④�

老
化
防
止
の
サ
ー
チ
ュ
イ
ン
遺
伝
子

を
増
や
す
。

⑤�

適
度
な
睡
眠
を
取
り
、
脳
下
垂
体
前

葉
か
ら
の
成
長
ホ
ル
モ
ン
を
分
泌
さ

せ
る
。

⑥�

腸
内
細
菌
叢
を
乳
酸
薗
で
整
え
、
ゴ

マ
サ
プ
リ
等
で
血
管
の
若
さ
を
保
つ
。

⑦�

そ
の
他
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
を
す

る
。
生
体
リ
ズ
ム
を
認
識
し
た
生
活

（
時
間
治
療
）を
す
る
。

2
．
精
神
的
に
つ
い
て

①�

明
る
い
健
全
な
プ
ラ
ス
思
考
を
も
つ
。

②�

メ
ン
タ
ル
面
の
強
化
、
座
禅
、
精
神

統
一
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
暝
想
等

に
よ
る
精
神
の
安
定
化
。

3�

．
健
康
器
具
使
用
、
健
康
食
品
等
に

よ
る
健
康
保
持

①�「
サ
ウ
ン
ド
ス
キ
ャ
ン
S
W
Ⅱ
」
に

よ
る
セ
ラ
ピ
ー
。

②
ア
ル
フ
ァ
ー
コ
イ
ル
、
水
素
水
等
々

③�

薬
、
健
康
食
品
等
摂
取
、
ま
た
時
間

治
療
を
用
い
る
。

4�

．
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
的
な
考
え
方
・

行
動
に
つ
い
て

①�

墓
参
、
仏
壇
、
先
祖
の
お
祀
り
→
先

祖
の
守
護
と
悪
因
縁
の
解
消
。

②�

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
め
ぐ
り
→
気
功
、

ル
ル
ド
の
泉
、
出
雲
大
社
の
素
盞
嗚

神
社
岩
場
は
お
奨
め
。

5
．
そ
の
他

・
血
液
型
に
よ
る
健
康
比
較
を
参
考
。

◎�

生
き
ら
れ
な
い
、
健
康
で
は
な
く
、

老
い
て
い
く
の
は
?

1
．
肉
体
的
に
つ
い
て

①�

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
の
元
気
が
な
く
、

数
が
減
っ
て
い
く
、
但
し
、
遺
伝
的

影
響
も
大
き
い
。

②
ソ
マ
チ
ッ
ト
が
少
な
く
な
る
。

③�

テ
ロ
メ
ア
が
短
く
、
分
裂
し
な
く
な

る
。

④�

そ
の
他
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
を
し

な
い
、
体
を
壊
す
よ
う
な
生
き
方
を

す
る
。

⑤�

肉
体
へ
の
極
端
な
疲
労
等
に
よ
り
、

活
性
酸
素
を
増
や
し
、
細
胞
へ
の
ダ

メ
ー
ジ
を
与
え
る
。

⑥�

睡
眠
不
足
に
よ
る
体
調
不
良
か
ら
、

成
長
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
低
下
。

⑦�

不
規
則
な
生
体
リ
ズ
ム
に
よ
る
ホ
ル

モ
ン
等
バ
ラ
ン
ス
の
失
調
。

2
．
精
神
的
に
つ
い
て

①�

暗
い
マ
イ
ナ
ス
思
考
か
ら
、
ホ
ル
モ

ン
バ
ラ
ン
ス
の
失
調
と
免
疫
力
の
低

下
。

②�

自
分
を
持
っ
て
い
な
い
、
人
に
自
分

の
心
が
侵
さ
れ
る
。

3�

．
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
的
な
考
え
方
を

否
定
し
た
生
き
方

①�

自
分
の
家
の
宗
教
・
宗
派
を
知
っ
て

い
ま
す
か
?

②
先
祖
を
祀
ら
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

③�

因
緑（
カ
ル
マ
）→
エ
ド
ガ
ー
ケ
ー
シ

ー
説
等
。

④�

憑
依
、
霊
媒
体
質
、
自
分
か
ら
低
級

霊
を
呼
び
込
む
、
生
霊
・
低
級
霊
憑

依
等
。

◎
死
ぬ
と
い
う
こ
と
、
終
活
が
ブ
ー
ム

①�

人
生
の
最
期
を
迎
え
る
た
め
の
締
め

く
く
り
と
し
て
の
活
動
、
い
わ
ゆ
る

終
活
が
静
か
な
ブ
ー
ム
だ
が
、
納
棺

師
の
あ
る
方
は
、「
最
初
、
死
と
は
遠

い
延
長
線
上
に
あ
る
現
象
だ
と
思
っ

て
い
た
が
、
今
は
死
と
は
自
然
で
、

極
当
た
り
前
の
現
象
で
あ
り
、
納
棺

の
時
に
そ
の
人
の
生
き
方
が
現
さ
れ

て
い
る
」と
話
さ
れ
て
い
る
。

②�

亡
く
な
れ
ば
肉
体
も
意
識
も
全
て
亡

く
な
り
、
無
で
あ
る
と
基
本
的
に
考

え
て
い
る
が
、
死
へ
の
恐
れ
、
苦
し

み
が
意
識
と
し
て
あ
る
が
、
そ
れ
は

過
去
生
で
何
回
も
死
ん
で
生
ま
れ
変

わ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
か
ら
、

現
在
の
気
持
ち
の
中
に
終
活
と
し
て

出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。

③�「
死
後
は
何
も
無
い
か
ら
」と
言
う
人

は
、
葬
儀
と
か
お
墓
な
ど
に
埋
葬
さ

れ
る
と
か
、
さ
れ
な
い
と
か
の
行
為

は
、
自
分
が
知
る
よ
し
も
無
く
、
こ

の
気
持
ち
の
本
心
は
自
分
は
ど
の
様

に
死
後
祀
ら
れ
る
の
か
な
ど
の
不
安

と
、
毎
日
お
祀
り
し
て
欲
し
い
と
の

欲
求
を
持
っ
て
い
る
か
ら
、
子
孫
の

前
に
霊
と
し
て
出
て
来
る
、
浮
遊
霊

等
に
憑
依
さ
れ
る
と
か
に
な
る
と
思

わ
れ
る
。

◎
長
生
き
し
た
い
と
い
う
願
望

● ❻●



1�
．
何
故
健
康
で
長
生
き
し
た
い
の
か

は
、
永
遠
の
テ
ー
マ
で
あ
り
究
極
の

目
的
か
と
思
う
。

明
治
期
、
徳
富
蘆
花
の
小
説「
不
如

帰
」
で
は
、「
あ
あ
、
人
間
は
な
ぜ
死
ぬ

の
で
し
ょ
う
。
生
き
た
い
わ
。
千
年
も

万
年
も
生
き
た
い
わ
。」
と
人
の
本
質
的

望
み
を
述
べ
て
い
る
。

2�

．
歴
史
的
に
見
る
と
、
神
話
に
登
場

の
神
々
は
皆
長
寿
で
あ
っ
た
。

①�

秦
の
始
皇
帝
は
配
下
に
世
界
に
「
不

老
不
死
の
霊
薬
」を
求
め
さ
せ
た
。

②�

旧
約
聖
書（
創
世
記
9
章
）で
の
ノ
ア

は
、
9
5
0
歳
ま
で
生
き
た
、
洪
水

時
は
6
0
0
歳
。

③�

モ
ー
ゼ
は
1
2
0
歳
で
死
去
（
申
命

記
34
章
）。

④�

日
本
で
は
、
古
事
記
に
記
載
さ
れ
て

い
る
神
武
天
皇
は
1
3
7
歳
で
あ

っ
た
と
い
わ
れ
る
、
日
本
書
記
で
は

1
2
7
歳
。

◎
古
代
の
人
た
ち
の
求
め
た
寿
命

①�

紀
元
前
2
世
紀
の
昔
、
秦
の
始
皇
帝

が
徐
福
に「
不
老
不
死
の
霊
薬
」を
求

め
さ
せ
、
徐
福
は
霊
薬
を
求
め
日
本

に
来
て
い
る
。

②�

15
世
紀
に
ス
ペ
イ
ン
の
探
検
家
ポ
ン

ド
・
ド
・
レ
オ
ン
は「
生
命
の
妙
薬
」

を
求
め
、
北
米
ま
で
至
っ
た
と
言
わ

れ
る
。

③�

中
世
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
錬
金
術

に
よ
り
不
死
の
霊
薬「
エ
リ
ク
シ
ー

ル
」、
い
わ
ゆ
る「
賢
者
の
石（
ハ
リ
ー

ポ
ッ
タ
に
登
場
）」を
作
ろ
う
と
試
み
、

結
果
的
に
は
作
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
科
学
、
化
学

が
飛
躍
的
に
進
歩
し
た
歴
史
が
あ
る
。

④�

い
ず
れ
に
し
て
も
、
人
類
の
1
日
で

も
長
く
生
き
た
い
と
い
う
願
望
は
、

昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

⑤�
最
近
は
、「
今
幸
せ
か
?
」
と
か「
生

き
る
と
い
う
こ
と
は
」と
か
の
、
生
き

る
意
義
に
つ
い
て
の
出
版
物
を
多
く

見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る

が
、
こ
れ
は
文
明
・
経
済
が
発
展
の

頂
点
を
打
ち
、
目
的
を
見
失
っ
た
た

め
に
生
じ
る
悩
み
な
の
か
と
思
え
る
。

◎
生
命
活
動
と
は

生
物
が
生
き
る
た
め
に
は
、
酸
素
を

体
内
に
取
り
入
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作

り
生
体
活
動
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

①�

人
聞
の
60
兆
の
各
細
胞
に
ミ
ト
コ
ン

ド
リ
ア
が
存
在
し
、
こ
れ
が
活
動
し
、

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
体
へ
供
給
す
る
た

め
生
き
て
行
け
る
。

②�

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
の
大
き
さ
は
、
0.5

ミ
ク
ロ
ン
で
、
全
て
の
好
気
的
真
核

生
物
の
細
胞
に
含
ま
れ
、
人
や
動
物

の
細
胞
内
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
り
出

し
て
い
る
細
胞
内
小
器
官
。
1
個
の

細
胞
内
に
数
百
か
ら
数
千
個
存
在
し

て
い
て
、
全
体
で
は
数
百
兆
か
ら
数

千
兆
個
の
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
が
存
在

す
る
。

③�

こ
の
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
の
主
要
な
機

能
は
、
電
子
伝
達
系
に
よ
る
酸
化
的

リ
ン
酸
化
に
よ
る
A
T
P（
ア
デ
ノ

シ
ン
三
リ
ン
酸
：
人
体
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
源
と
な
る
物
質
）の
産
生
で
あ
る
。

④�

細
胞
の
活
動
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
殆
ん
ど
は
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
か

ら
A
T
P
の
形
で
供
給
さ
れ
る
。

⑤�

ス
テ
ロ
イ
ド
や
ヘ
ム
の
合
成
な
ど
を

含
む
様
々
な
代
謝
、
カ
ル
シ
ウ
ム
や

鉄
の
細
胞
内
濃
度
の
調
節
、
細
胞
周

期
や
細
胞
死
で
あ
る
ア
ポ
ト
ー
シ
ス

（
人
間
の
死
）に
も
関
わ
っ
て
い
る
。

◎�
長
寿
に
影
響
を
与
え
る
ミ
ト
コ
ン
ド

リ
ア

・
東
大
医
学
部
の
門
脇
孝
氏
は
、
長
寿

者
の
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
遺
伝
子
と
、
一

般
患
者
と
の
全
塩
基
配
列
を
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
5
カ
所
の
違
い
が
あ
り
、
な

か
で
も
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
D
N
A
の
5

1
7
8
番
目
の
塩
基
の〔
シ
ト
シ
ン
：

C
〕が
、〔
ア
デ
ニ
ン
：
A
〕に
置
き
換
わ

っ
て
い
る
多
型（
M
t
5
1
7
8
C
→
A
）

が
多
く
百
寿
者
に
見
つ
か
っ
て
い
る
と

報
告
。

・
日
本
人
の〔
M
t
5
1
7
8
A
〕型
の

頻
度
は
40
%
だ
が
、
百
寿
者（
37
例
）の

62
%
が〔
M
t
5
1
7
8
A
〕
型
を
持

っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、〔
M

�
t
�5�

1
7
8
A
〕型
を
持
っ
て
い
る
人
は
、〔
M

t
5
1
7
8
C
〕型
を
持
っ
て
い
る
人
と

比
べ
て
、
成
人
発
症
性
疾
患
に
罹
り
難

く
、
長
寿
に
な
る
可
能
性
が
大
と
言
わ

れ
て
い
る
。

・〔
1
0
3
9
8
G
〕
型
は
、
長
寿
と
の

関
連
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、〔
1

�

0

�
3
�9�

8
A
〕
型
で
は
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
、

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
躁
鬱
病
な
ど
の
危

険
因
子
で
あ
る
と
報
告
が
さ
れ
、〔
5�

1�

7
8
C
〕型
は
糖
尿
病
、
動
脈
硬
化
、
心

筋
梗
塞
な
ど
の
生
活
習
慣
病
と
の
関
連

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

・
現
在
で
は
、
糖
尿
病
に
お
け
る
動
脈

硬
化
、
腎
臓
の
機
能
障
害
、
心
筋
梗
塞
、

脳
梗
塞
の
発
症
に
も
M
t
遺
伝
子
が
影

響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
研
究
さ

れ
て
い
る
。
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・
運
動
能
力
に
も
か
な
り
の
影
響
を
与

え
て
い
て
、
マ
ラ
ソ
ン
選
手
の
ミ
ト
コ
ン

ド
リ
ア
D
N
A
を
調
べ
る
と
、
10
人
中

5
人
に
特
別
な
遺
伝
子
型
が
見
ら
れ
、

一
般
人
の
15
倍
の
頻
度
で
検
出
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
マ
ラ
ソ
ン
に
強
い

遺
伝
子
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

・
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
D
N
A
に
よ
り
、

寿
命
、
健
康
状
態
が
決
ま
っ
て
し
ま
う

こ
と
か
ら
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
の
老
化

が
人
間
の
老
化
に
な
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

・
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
に
対
応
す
る
治
療

方
法
、
薬
剤
等
が
開
発
さ
れ
れ
ば
、
夢

の
長
寿
を
手
中
に
収
め
る
こ
と
が
で
き

る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

◎
不
死
の
ソ
マ
チ
ッ
ト

①�

徳
永
康
夫
氏
著
書
の「
命
の
不
思
議
探

検
」に
も
記
述
さ
れ
、
最
近
で
は
ネ
ッ

ト
上
に
お
い
て
も
か
な
り
見
受
け
る
。

②�

ソ
マ
チ
ッ
ト
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
系
カ

ナ
ダ
人
の
ガ
ス
ト
ン
・
ネ
サ
ン
（
1

9
2
4
年
～
）が「
人
の
血
液
中
に
極

微
小
な
生
命
体
が
存
在
す
る
」
と
し

た
仮
説
の
こ
と
で
、
も
し
く
は
そ
の

生
命
体
の
こ
と
を
指
す
。

③�

こ
の
ソ
マ
チ
ッ
ト
仮
説
は
現
在
の
医
学

的
・
科
学
的
に
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

4
．
ガ
ス
ト
ン
・
ネ
サ
ン
に
よ
れ
ば
、

自
分
自
身
が
発
明
し
た
3
万
倍
率（
分

解
能
：150A

＝0.015μ
m

）
の
光
学

顕
微
鏡（
ソ
マ
ト
ス
コ
ー
プ
）に
よ
り
ソ

マ
チ
ッ
ト
を
発
見
し
た
と
し
、
治
療
行

為
を
行
い
多
数
の
癌
患
者
を
治
癒
さ
せ

た
と
主
張
し
た
が
、
医
師
免
許
を
持
た

な
い
た
め
、
法
的
に
医
療
行
為
を
で
き

ず
、
そ
の
た
め
カ
ナ
ダ
の
厚
生
省
か
ら

告
訴
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。

◎
ソ
マ
チ
ッ
ト
に
つ
い
て

①�
人
間
の
体
内
の
細
胞
の
数（
60
兆
個
）

の
数
百
～
数
干
倍
も
存
在
す
る
超
微

小
生
命
体
で
あ
る
。

②�

動
物
・
植
物
・
バ
ク
テ
リ
ア
な
ど
全

て
の
地
球
生
命
体
の
中
に
存
在
す
る
。

③�

ど
ん
な
条
件
下
で
も
死
な
な
い
生
命

体
で
、
1
0
0
0
℃
～
1
5
0
℃
、

さ
ら
に
は
、
無
酸
素
状
態
、
硫
酸
中
、

硝
酸
中
、
塩
酸
中
、
超
高
気
圧
、
高

レ
ベ
ル
放
射
能
下
な
ど
で
も
死
な
な

い
生
命
体
で
あ
る
こ
と
。

④�

全
て
の
生
命
は
ソ
マ
チ
ッ
ト
に
よ
り

作
ら
れ
、
ソ
マ
チ
ッ
ト
が
無
い
と
細

胞
分
裂
が
行
わ
れ
な
い
と
言
わ
れ
て

い
る
。

⑤�

ソ
マ
チ
ッ
ト
は
、
電
子
供
給
体（
コ
ン

デ
ン
サ
ー
）
と
し
て
、
免
疫
や
恒
常

性
維
持
機
能（
ホ
メ
オ
ス
タ
ー
シ
ス
）

の
基
本
を
担
い
、
ま
た
含
水
リ
ン
酸

鉱
物
錯
体
と
し
て
血
や
骨
、
D
N
A
、

細
胞
膜
、
糖
鎖
、
A
T
P
の
基
礎
的

な
原
材
料
と
も
な
っ
て
い
る
。

⑤�

一
般
的
に
は
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
な
ど

が
多
い
と
、
ソ
マ
チ
ッ
ト
が
活
性
化

す
る（
元
気
に
な
る
）。

⑦�

波
動
の
高
い
も
の
に
は
、
多
量
の
ソ

マ
チ
ッ
ト
が
活
性
化
さ
れ
、
気
功
と

呼
ば
れ
る
診
療
行
為
も
、
こ
の
ソ
マ

チ
ッ
ト
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
出
来
る
体

質
の
方
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
と

の
説
。
こ
れ
は
、
気
を
高
め
た
状
態

の
ソ
マ
チ
ッ
ト
量
が
急
激
に
高
ま
る

こ
と
、
患
者
患
部
の
ソ
マ
チ
ッ
ト
が

急
激
に
活
性
化
す
る
事
で
証
明
さ
れ

る
と
述
べ
て
い
る
。

　

�

ま
た
、
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
や
マ
グ
ネ
ッ

ト
に
共
通
す
る
医
療
器
具
類
も
、
磁

力
に
よ
る
電
子
の
流
れ
に
よ
り
ソ
マ

チ
ッ
ト
が
活
性
化
す
る
事
に
よ
り
、

血
流
が
良
く
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。

※�
こ
の
続
き
は
、
前
回
の
「
サ
イ
ジ
ャ

ー
ナ
ル
5
・
6
月
号
」
の
「
平
成
29

年
9
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ
」
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
二
六
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

陰
陽
の
法
則
で
読
み
解
く
2 

0 

 

1 

8
年
以
降
の
日
本
と
世
界

　
　
　

講
師　

水
口　

清
一 

氏

と
き　

：
平
成
30
年
3
月
17
日（
土
）

と
こ
ろ
：
大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

◎
水
口
清
一
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
6
0
年
代
よ
り
人
間
の
無
限
の

可
能
性
を
引
き
出
す
た
め
、
右
脳
開
発

や
速
読
な
ど
の
加
速
学
習
法
、
夢
の
実

現
法
、
超
能
力
や
シ
ン
ク
ロ
を
起
こ
す

方
法
な
ど
の
潜
在
能
力
開
発
、
未
来
予

知
法
、「
意
識
場
」に
よ
る
次
世
代
の
会

社
経
営
・
管
理
法
な
ど
、
先
駆
的
な
セ

ミ
ナ
ー
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
て
き

た
。
大
学
時
代
は
探
検
部
に
所
属
、
全

国
の
山
々
を
探
索
。
熊
野
で
言
霊
と
禅

の
行
を
修
め
、
東
洋
の
神
秘
に
触
れ
る
。

東
洋
思
想
に
も
と
づ
く
独
自
の
視
点
に

よ
る
未
来
予
知
に
は
定
評
が
あ
り
、
テ

レ
ビ
、
新
聞
、
週
刊
誌
、
ラ
ジ
オ
な
ど

マ
ス
コ
ミ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

「
夢
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」
を
主
宰
。
ロ

ス
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
所
・
所
長
。
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潜
在
能
力
の
開
発
、
催
眠
法
、
イ
メ
ー

ジ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
超
意
識
、
言
霊
、

数
霊
、
場
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
創
造
性

開
発
、
瞑
想
、
東
洋
思
想
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
、
未
来
予
知
、
夢
の
実
現

法
な
ど
を
専
門
分
野
と
し
て
先
駆
的
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
。
セ
ミ
ナ
ー
や
企

業
研
修
な
ど
幅
広
く
活
動
し
て
い
る
。

著
書
に「
潜
在
意
識
の
大
活
用
」、「
バ

ー
チ
ャ
ル
社
会
と
意
識
進
化
」、「
未
来

予
知
能
力
の
開
発
」、「
人
は
み
ん
な
魔

法
使
い
」、「
人
生
は
魔
法
の
世
界
だ
」、

「
90
日
で
願
い
が
叶
う
魔
法
の
本
」、「
こ

れ
か
ら
日
本
の
時
代
に
な
る
理
由（
わ

け
）」な
ど
多
数
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　

☆

「
東
洋
の
知
恵
で
未
来
を
読
み
込
む
」

も
し
未
来
が
見
え
た
ら
、
あ
な
た
の

人
生
は
大
き
く
変
わ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
水
口
清
一
」
45
年
間
の
東
洋
思
想
、
人

間
の
超
意
識
、
不
思
議
現
象
の
研
究
成

果
を
ベ
ー
ス
に「
未
来
を
読
み
解
く
」ヒ

ン
ト
や
発
想
法
を
研
究
し
て
来
ま
し
た
。

こ
ん
な
激
動
の
時
代
に
は
誰
で
も「
こ

れ
か
ら
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
」
と
、
思

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
ね
。
未
来
が
少
し

で
も
見
え
た
ら
、
不
安
も
和
ら
ぐ
こ
と

で
し
ょ
う
。
で
も
、
未
来
が
ほ
ん
と
う

に
分
か
る
の
で
し
ょ
う
か
？�

こ
ん
な
話

を
聞
い
て
も
、
あ
な
た
は
素
朴
な
疑
問

を
抱
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
れ
は
誰
し
も
持
っ
て
い
る
疑
問
で
す

ね
。

「
い
か
な
る
賢
者
も
未
来
を
予
見
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
」

こ
れ
が
疑
問
に
対
す
る
答
え
で
す
。

し
か
し
、
人
間
は
唯
一
明
日
を
想
像
す

る
こ
と
の
出
来
る
生
き
物
で
す
。
未
来

を
知
り
た
い
欲
求
は
誰
に
で
も
あ
り
ま

す
。私

た
ち
の
生
活
に
直
接
影
響
の
あ
る

日
本
の
国
は
ど
う
な
っ
て
行
く
の
で
し

ょ
う
か
。
1
0
0
年
に
一
度
と
い
わ
れ

る
世
界
的
な
金
融
危
機
で
人
類
社
会
は

一
体
ど
こ
に
行
こ
う
と
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
国
の
債
務
が
1
0
0
0
兆

超
え
た
と
い
わ
れ
て
い
る
青
息
吐
息
の

日
本
の
国
は
ど
こ
に
行
こ
う
と
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。

「
資
本
主
義
社
会
の
終
焉
」
が
近
づ
い

て
い
ま
す
。

「
森
を
見
て
木
を
見
ず
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
今
日
は

森
の
話
で
す
。
今
ほ
ど
大
局
観
に
立
た

な
い
と
時
代
を
読
む
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
な
ぜ
な
ら
1
0
0
年
に
一
度
の
変

革
で
は
な
く
1
0
0
0
年
に
一
度
の
大

変
革
の
時
代
に
私
た
ち
は
生
き
て
い
る

か
ら
で
す
。

人
類
社
会
に
は
二
大
文
明
が
存
在
し

て
い
ま
す
。
西
洋
文
明
と
東
洋
文
明
で

す
。
こ
の
二
大
文
明
が
昼
と
夜
の
織
り

成
す
縄
の
如
く
人
類
社
会
の
壮
大
な
ド

ラ
マ
を
創
造
し
て
き
ま
し
た
。
現
代
は

「
東
洋
文
明
の
時
代
」
に
入
っ
て
い
ま

す
。
西
洋
と
東
洋
は
全
く
逆
の
動
き
を

し
ま
す
。

そ
れ
を
象
徴
し
て
い
る
の
が
、
ア
メ

リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
誕
生
で
す
。

私
は
早
く
か
ら
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
誕

生
を
予
測
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
み

ん
な
か
ら
笑
わ
れ
た
も
の
で
す
。
ど
う

し
て
未
来
を
読
む
こ
と
が
で
き
た
か
、

そ
れ
が
今
日
の
話
の
本
筋
で
す
。

そ
れ
で
は
古
来
よ
り
東
洋
の
知
恵
と

し
て
用
い
ら
れ
る
4
つ
の
も
の
さ
し
で

み
な
さ
ん
と
一
緒
に
未
来
を
読
ん
で
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

未
来
を
読
む
東
洋
の
4
つ
の
も
の
さ
し

1
．
陰
陽
五
行
説

2
．
数
霊

3
．
鋳
型

4
．
唯
識
論

こ
こ
で
は
簡
単
に
4
つ
の
も
の
さ
し

の
考
え
方
や
概
念
を
説
明
し
て
お
き
ま

す
。

1
．
陰
陽
五
行
説

宇
宙
の
仕
組
み
を
知
恵
に
よ
っ
て
洞

察
し
た
東
洋
の
思
想
家
た
ち
は
、
見
事

な
千
里
眼
の
持
ち
主
で
す
。
人
間
の
直

観
力
や
奥
深
い
思
索
に
よ
り
、
長
い
時

間
を
か
け
て
到
達
し
た「
陰
陽
思
想
」

は
、
人
類
の
一
大
発
見
で
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
五
行
説
と
融
合
し
な
が
ら「
陰

陽
五
行
説
」と
し
て
完
成
し
ま
し
た
。

自
然
界
の
相
対（
表
裏
、
上
下
、
明
暗

な
ど
）
す
る
二
元
を
一
元
的
に
と
ら
え
、

宇
宙
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
を
法
則

化
し
た
の
で
す
。

陰
陽
は
知
恵
を
も
っ
て
洞
察
し
な
け

れ
ば
、
理
解
で
き
ま
せ
ん
。
知
識
の
積

み
重
ね
に
よ
っ
て
理
解
し
よ
う
と
し
て
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も
無
理
が
あ
り
ま
す
。
今
は
単
純
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
流
れ
を
次
の
意
味
で
理
解

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

陰
＝
遠
心
性

陽
＝
求
心
性

陰
陽
か
ら
見
た
未
来
社
会

こ
れ
か
ら
長
き
8
0
0
年
に
わ
た
っ

て
陰（
東
洋
）の
時
代
に
入
っ
て
い
き
ま

す
。
陰
陽
の
概
念
に
慣
れ
る
ま
で
は
、

頭
が
混
乱
し
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
陰
陽
論
で
世
界
を
眺
め
る
と
、
世

界
は
多
極
化
し
て
行
く
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
ア
メ
リ
カ
の
一
極
支
配
は
ま
も

な
く
終
わ
り
を
迎
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

時
間
は
掛
か
っ
て
も
人
類
社
会
は
共
生
、

協
調
の
時
代
に
入
る
こ
と
が
予
測
で
き

ま
す
。

論
理
思
考
や
分
析
を
司
る
「
左
脳
」

よ
り
、
感
性
や
直
感
を
司
る
「
右
脳
」

を
使
っ
て
下
さ
い
。
東
洋
思
想
は
、
宇

宙
の
全
て
は
連
続
体
で
繋
が
っ
て
い
る

と
い
う
考
え
が
基
に
な
っ
て
い
ま
す
。

西
洋
で
は
、
プ
ラ
ス
か
マ
イ
ナ
ス
か
、

と
い
う
二
元
論
で
物
事
を
思
考
し
ま
す
。

そ
れ
に
か
わ
り
東
洋
は
一
元
論
な
の
で

す
。「

陰
」
と
「
陽
」
と
い
う
二
つ
の
要
素

が
あ
る
の
で
は
な
く
、
陰
＝
陽
と
考
え

ま
す
。

「
陰
極
ま
っ
て
陽
と
成
す
」

こ
の
言
葉
の
よ
う
に
「
陰
」
の
果
て

は「
陽
」
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

陰
＝
陽
と
い
う
表
現
も
ち
ょ
っ
と
ニ
ュ

ア
ン
ス
が
違
い
ま
す
。「
陰
陽
一
体
」
と

い
う
表
現
の
方
が
分
か
り
や
す
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。「
表
裏
一
体
」「
物
心

一
如
」「
色
即
是
空
」「
失
敗
は
成
功
の

も
と
」
な
ど
み
ん
な
東
洋
的
な
表
現
で

す
。
だ
か
ら
、
表
＝
裏
、
成
功
＝
失
敗
、

と
い
う
ふ
う
に
二
元
論
で
表
現
す
る
と

ち
ょ
っ
と
違
和
感
が
あ
り
ま
す
。

禅
問
答
に

小
枝
が
風
に
よ
っ
て
揺
ら
い
で
い
る
風

景
を
見
て
、
あ
る
弟
子
が
師
匠
に
尋
ね

ま
し
た
。

「
師
匠
!�

あ
れ
は
小
枝
が
動
い
て
い
る

の
で
す
か
、
そ
れ
と
も
風
が
動
い
て
い

る
の
で
す
か
」と
…

師
匠
は
弟
子
に
諭
し
た
。

「
小
枝
で
も
な
い
、
風
で
も
な
い
」「
動

い
て
い
る
の
は
、
お
ま
え
の
心
じ
ゃ
」

と
…
。

小
枝
に
意
識
を
向
け
る
と
小
枝
が

動
き
、
風
に
意
識
を
向
け
る
と
風
が
動

い
て
い
る
。
そ
れ
を
選
択
し
て
い
る
の

は「
心
」で
あ
る
と
諭
し
た
の
で
す
。
も

の
ご
と
は
、「
表
」
に
意
識
を
向
け
る
と

「
表
」
が
見
え
、「
裏
」
に
意
識
を
向
け

る
と「
裏
」が
見
え
る
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。
失
敗
だ
と
思
う
人
に
は
失
敗
で
あ

り
、
成
功
だ
と
思
え
る
人
に
は
成
功
で

あ
る
、
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に「
主
観
」を
大
切
に
す
る

の
が
東
洋
の
考
え
方
な
の
で
す
。
だ
か

ら
ど
ち
ら
に
答
え
て
も
正
し
い
の
で
す
。

全
て
の
も
の
は
相
対
的
で
、
し
か
も
一

体
で
あ
る
と
い
う
一
見
矛
盾
し
た
よ
う

な
理
解
し
が
た
い
考
え
方
と
発
想
な
の

で
す
。
だ
か
ら
、
議
論
で
な
く「
問
答
」

な
の
で
す
。

2
．
数
霊

す
べ
て
の
現
象
は「
数
」に
置
き
換
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
を
陰
陽
と

い
う
物
差
し
で
読
み
込
ん
で
い
く
の
で

す
。
陰
陽
だ
け
で
も
の
ご
と
を
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
?�

そ
こ
に
何
の

不
思
議
も
あ
り
ま
せ
ん
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は「
0
」
と「
1
」
と

い
う
二
進
法
で
演
算
さ
れ
て
い
る
の
で

す
。
脳
と
い
う
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
が
瞬
時
に
答
え
を
は
じ
き
だ
し
ま

す
。
近
年
は「
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
」

が
発
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に
陰
陽
一

体
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
現
れ
た
の
で

す
。数

霊
を
勉
強
す
る
前
に
、
ま
ず
は
、

物
事
を
大
き
な
概
念
で
捉
え
る
発
想
力

が
大
切
で
す
。
同
時
に
全
体
を
一
瞬
の

う
ち
に
掌
握
し
て
し
ま
う
右
脳
の
直
感

を
必
要
と
し
て
い
る
の
で
す
。

私
た
ち
の
身
近
な
生
活
は
、
数
で
溢

れ
て
い
ま
す
。
で
は
、
そ
の
数
と
い
う

の
は
何
で
し
ょ
う
か
?�

「
宇
宙
は
数
で

解
け
る
」
と
、
昔
の
人
は
信
じ
、
数
学

を
発
達
さ
せ
ま
し
た
。
物
を
数
え
る
こ

と
か
ら
始
ま
り
、
様
々
な
出
来
事
を
、

数
そ
の
も
の
や
、
考
え
方
、
時
に
は
虚

数
と
い
う
あ
り
え
な
い
数
を
当
て
は
め

る
こ
と
で
、
説
い
て
き
た
の
で
す
。

数
と
は
、
人
間
の
作
っ
た
「
約
束
事
」

な
の
で
す
。

何
か
を
説
明
す
る
と
き
に
文
章
の
代

わ
り
に
、
数
で
表
現
し
た
に
す
ぎ
ま
せ

ん
。
文
学
者
は
文
字
を
使
い
、
数
学
者

は
数
字
を
使
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
発
達
し
た
お
か
げ

で
、
人
間
な
ら
数
千
年
も
か
か
る
計
算

を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
一
瞬
の
う
ち
に
計

算
し
て
し
ま
い
ま
す
。

人
間
の
脳
の
働
き
さ
え
数
学
で
極
め
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
進
歩
の
お
陰
で
、

あ
ら
ゆ
る
現
象
を
数
値
化
モ
デ
ル
に
置

き
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
「
数
学
」
で
は
な

く
「
数
霊
」
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
現
象
を
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読
み
取
ろ
う
と
試
み
て
い
る
の
で
す
。

数
学
と
数
霊
の
違
い

科
学
は
数
式
を
持
っ
て
真
理
を
極
め

て
行
き
ま
す
。
数
学
と
い
う
学
問
（
道

具
）
を
使
わ
ず
し
て
宇
宙
の
謎
と
き
は

で
き
ま
せ
ん
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
発
達

し
た
今
日
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
数
値
化

モ
デ
ル
に
し
て
解
明
し
よ
う
と
試
み
ら

れ
て
い
ま
す
。

例
の
「
金
融
工
学
」
も
経
済
の
動
き

を
数
値
化
し
た
も
の
で
す
。
脳
の
働
き

ま
で
数
値
化
モ
デ
ル
で
解
明
し
よ
う
と

さ
れ
て
い
る
の
は
前
述
し
た
と
お
り

で
す
。
数
学
を
「
表
」
と
す
る
な
ら
ば
、

数
霊
は
「
裏
」
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
数
霊
は
数
学
と
違
っ
て
ま
っ
た

く
違
っ
た
発
想
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

数
学
が
西
洋
的
な
考
え
に
基
づ
い
て

で
き
た
も
の
と
す
れ
ば
、
数
霊
は
、
東

洋
の
発
想
に
基
づ
い
て
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。

1
、
2
、
3
、
4
、
5
・
・
・
そ
れ

ぞ
れ
の
数
字
を
、
数
学
で
は
全
く
別
の

も
の
と
し
て
、
ぶ
つ
切
り
に
考
え
ま
す

が
、
東
洋
の
数
霊
に
お
い
て
は
、
1
～

2
～
3
～
4
～
5
～
・
・
・
と
全
て
が

流
れ
に
よ
っ
て
繋
が
っ
て
い
る
と
考
え

ま
す
。

こ
れ
は
東
洋
思
想
の
原
点
で
す
。

数
学
は「
量
」を
扱
い
、
数
霊
は「
質
」

を
扱
う
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
同
じ
本
が

1
0
0
冊
あ
れ
ば
数
学
で
は
1
0
0
と

答
え
、
数
霊
は
ひ
と
つ
と
答
え
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
同
じ
本
が
1
0
0
冊
あ
っ
て

も
内
容
は
ひ
と
つ
だ
か
ら
で
す
。
だ
か

ら
東
洋
の
人
々
の
発
想
の
原
点
は
宇
宙

の
法
則
、
自
然
の
法
則
に
従
う
と
い
う

考
え
方
で
す
。

一
言
で
表
現
す
る
な
ら
ば
「
あ
る
が

ま
ま
」と
い
う
こ
と
で
す
。
老
子
の「
タ

オ
イ
ズ
ム
」
は
ま
さ
に
そ
の
真
髄
と
い

わ
れ
る
所
以
で
す
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

宇
宙
の
流
れ
に
乗
る
と
い
う
生
き
方
な

の
で
し
ょ
う
。
決
し
て
、
何
も
し
な
い

厭
世
的
な
教
え
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

数
霊
的
に
は
「
0
」
で
あ
り
、
カ
オ

ス
で
あ
り
、
混
沌
な
の
で
す
。
古
代
イ

ン
ド
人
の「
0
」の
発
見
は
偉
大
で
す
。

数
字
の「
0
」創
っ
た
の
で
は
な
く「
発

見
」し
た
の
で
す
。

「
0
」
と
は
宇
宙
の
こ
と
で
す
。「
色

即
是
空
・
空
即
是
色
」一
切
は
空
な
り
、

そ
れ
が
「
0
」
の
概
念
で
す
。
数
学
的

な
考
え
方
を
脇
に
置
か
な
い
と「
数
霊
」

は
理
解
で
き
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
一
旦
、

数
学
的
な
考
え
方
を
脇
に
置
い
て
く
だ

さ
い
ね
。
数
学
的
な
頭
を
も
っ
て
、
数

霊
を
考
え
る
と
理
解
で
き
な
く
な
る
か

ら
で
す
。

2
0
1
8
年
は「
2
」+「
0
」+「
1
」

+「
8
」＝「
1�

1
」＝「
1
」+「
1
」＝

「
2
」

「
2
」
は
対
立
と
い
う
意
味
で
す
。

今
年
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
対
立
し
て
混

迷
を
極
め
ま
す
。

3
．
鋳
型

東
洋
思
想
で
は
、
部
分
は
全
体
、
全

体
は
部
分
と
同
じ
だ
と
考
え
ま
す
。
こ

の
世
に
は
、
型
と
い
う
も
の
が
存
在
す

る
と
い
う
考
え
方
で
す
。
近
代
で
は
、

数
学
の
幾
何
学
で
も
フ
ラ
ク
タ
ル
と
い

う
自
然
を
つ
く
る
型
の
原
理
が
発
見
さ

れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
東
洋
医
学
で
は
、

人
体
の
足
の
ツ
ボ
を
刺
激
す
る
こ
と
で
、

全
身
の
ど
こ
の
箇
所
で
も
治
療
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

人
相
を
見
る
だ
け
で
、
そ
の
人
の
人

生
が
わ
か
り
ま
す
。

ク
ロ
ー
ン
技
術
は
、
た
っ
た
一
つ
の

細
胞
か
ら
、
全
体
を
作
る
技
術
で
す
。

古
代
日
本
の
文
献
で
あ
る「
竹
内
文
書
」

に
は
、「
日
本
は
世
界
の
型
で
あ
る
」
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
部
分
の
型
に
は
、

全
体
の
情
報
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

仙
人
が
山
に
こ
も
っ
た
状
態
の
ま
ま

で
、
世
の
中
の
全
て
を
読
み
取
れ
る
よ

う
に
、
身
近
な
現
象
の
中
に
も
宇
宙
全

体
の
情
報
が
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
は
古
来
よ
り
フ
ラ
ク
タ
ル
を
鋳

型
、
雛
型
な
ど
と
呼
ん
で
慣
れ
親
し
ん

で
き
ま
し
た
。
物
事
に
は
必
ず
鋳
型
と

い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

科
学
者
で
あ
る
寺
田
寅
彦
氏
は
コ
ッ

プ
の
中
の
湯
気
の
動
き
を
観
察
し
て
地

球
上
の
気
象
の
変
化
を
推
論
し
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ッ
プ
の
湯
気

の
動
き
が
地
球
気
象
の
鋳
型
と
い
う
も

の
で
す
。
ま
た
「
金
融
工
学
」
も
ビ
ー

カ
ー
の
中
の
水
の
分
子
の
動
き
を
参
考

に
し
て
経
済
シ
ス
テ
ム
を
作
り
上
げ
た

と
聞
い
て
い
ま
す
。
こ
の
鋳
型
的
な
考

え
方
は
日
本
に
も
昔
か
ら
存
在
し
て
い

ま
し
た
。

大
本
教
の
出
口
王
仁
三
郎
は
日
本
列

島
が
世
界
の
鋳
型
で
あ
る
と
唱
え
ま
し

た
。
日
本
で
起
こ
る
こ
と
は
世
界
で
起

こ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
失

わ
れ
た
25
年
は
、
こ
れ
か
ら
の
ア
メ
リ

カ
の
姿
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

北
海
道
は
北
ア
メ
リ
カ
、
本
州
は
ユ

ー
ラ
シ
ア
大
陸
、
四
国
は
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、
九
州
は
ア
フ
リ
カ
、
と
い
う
風
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に
、
な
る
ほ
ど
何
と
な
く
地
形
は
似
て

い
る
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
鋳
型
の
理
論
は
地
形

だ
け
で
は
な
く
そ
こ
に
起
こ
っ
て
い
る

出
来
事
も
似
て
い
る
と
い
う
考
え
方
で

す
。
例
え
ば
日
本
の
四
国
で
起
こ
っ
た

出
来
事
は
地
形
が
似
て
い
る
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
も
起
こ
る
と
い
う
奇
想
天
外

な
考
え
方
で
す
。
論
理
的
な
思
考
し
て

い
る
、
あ
な
た
は
「
と
ん
で
も
な
い
こ

じ
つ
け
だ
」
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。こ

の
鋳
型
を
64
に
分
け
森
羅
万
象
を

観
察
し
た
の
が
東
洋
の
「
易
」
の
考
え

方
で
す
。

そ
れ
を
数
字
に
置
き
換
え
た
も
の
が

「
数
霊
」と
い
う
も
の
で
す
。

【
数
霊
】
＝
【
言
霊
】
＝
【
色
霊
】
＝
【
音

霊
】こ

れ
ら
は
四
位
一
体
で
あ
り
、
言
霊

で
人
は
動
き
、
数
霊
で
現
象
が
生
じ
、

色
霊
は
光
の
法
則
で
あ
り
、
宇
宙
生
成

の
根
本
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
こ
こ
か
ら
陰
陽
の
哲
学
を
生
み

出
し
、
二
進
法
の
数
学
を
生
み
出
し
、

「
0
」
と
「
1
」
の
世
界
で
あ
る
I
T
産

業
を
生
み
出
し
た
の
で
す
。

日
本
の
神
道
に
も
「
型
」
と
い
う
考

え
方
が
あ
り
、
物
事
の
現
象
の
前
に
神

様
は
「
型
」
で
知
ら
せ
る
と
い
っ
て
い

ま
す
。
昔
か
ら
伝
わ
る
も
の
で
私
た
ち

の
生
活
の
中
に
も
、
こ
の
「
型
」
と
い

う
考
え
方
が
歴
然
と
生
き
て
い
ま
す
。

「
一
度
あ
る
こ
と
は
二
度
あ
る
」
と

い
う
考
え
方
も
「
型
」
の
繰
り
返
し
を

言
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
人
間
の
体
の

75
%
は
血
液
（
体
液
）
で
す
。
地
球
の

海
（
75
%
）
と
陸
（
25
%
）
の
比
率
も
同

じ
で
す
。

女
性
の
羊
水
の
成
分
と
海
水
の
成
分

は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
海
の
波
の
振
幅
が
1
分
間
に
18
回
、

人
間
の
呼
吸
も
1
分
間
に
18
回
で
す
。

全
身
を
巡
る
血
液
の
速
さ
も
1
分
間
で

18
秒
で
す
。

18
は
1
+
8
＝
9

9
は
陰
陽
の
ワ
ン
サ
イ
ク
ル
を
指
し
ま

す
。こ

の
よ
う
に
自
然
界
を
観
察
す
る
と

奇
妙
な
偶
然
の
一
致
が
あ
ら
ゆ
る
と
こ

ろ
に
存
在
し
て
い
ま
す
。
近
年
数
学
の

世
界
で
「
フ
ラ
ク
タ
ル
理
論
」
が
提
唱

さ
れ
て
い
ま
す
。
簡
単
に
説
明
す
る
と

自
然
界
は
ど
ん
な
に
複
雑
な
モ
ノ
や
コ

ト
で
も
単
純
な
モ
デ
ル
の
組
み
合
わ
せ

に
過
ぎ
な
い
と
数
学
的
に
証
明
し
た
の

で
す
。

す
な
わ
ち
全
体
と
部
分
は
同
じ
で
あ

る
と
い
う
理
論
で
す
。
原
子
核
を
回
る

電
子
の
現
象
は
太
陽
を
回
る
太
陽
系
と

似
て
い
ま
す
。

ミ
ク
ロ
の
法
則
を
マ
ク
ロ
に
理
論
展

開
を
し
た
の
が
経
済
物
理
学
で
す
。
ミ

ク
ロ
の
世
界
で
は
因
果
関
係
で
決
定
さ

れ
る
も
の
は
何
も
な
く
、
す
べ
て
は
確

率
的
に
起
こ
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

も
ち
ろ
ん
マ
ク
ロ
の
世
界
も
そ
う
で

あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
始
め
ま
し
た
。

東
洋
で
言
わ
れ
て
き
た
鋳
型
的
考
え
方

と
西
洋
の
科
学
で
言
わ
れ
て
い
る
フ
ラ

ク
タ
ル
は
同
じ
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。自

然
の
法
則
を
東
洋
人
は
直
感
で
、

西
洋
人
は
科
学
で
捕
ら
え
た
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。
面
白
い
こ
と
に
D
N
A

の
遺
伝
情
報
と
易
（
周
易
）
の
情
報
が

同
じ
で
あ
っ
た
こ
と
を
研
究
し
た
易
の

大
家
が
い
ま
し
た
。
ま
こ
と
の
奇
妙
な

一
致
は
一
体
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

物
理
学
者
た
ち
は
仏
教
の
宇
宙
観
を

研
究
し
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
は
新
し
い

物
理
の
法
則
を
発
見
す
る
た
め
の
ヒ
ン

ト
と
し
て
勉
強
し
て
い
る
の
で
す
。

私
た
ち
が
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
陰
陽

の
原
理
も
物
理
的
な
波
動
の
法
則
と
よ

く
似
て
い
ま
す
。
科
学
は
粒
子
的
発
想

か
ら
波
動
的
発
想
に
移
っ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
物
質
の
根
源
は
粒
子
と
波
動

と
い
う
相
補
性
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。

時
代
は
い
よ
い
よ
東
洋
に
向
き
始
め

た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
最
近
は
株
価

の
動
き
や
景
気
の
動
き
も
波
動
と
し
て

捉
え
は
じ
め
ま
し
た
。
波
動
は
一
定
の

リ
ズ
ム
を
持
ち
鋳
型
的
動
き
な
の
で
す
。

私
は
情
報
化
時
代
の
鋳
型
は
「
水
」

と
考
え
て
い
ま
す
。
水
は
周
り
の
環
境

に
よ
っ
て
液
体
、
固
体
、
気
体
に
変
化

し
、
物
事
の
波
動
を
記
憶
す
る
性
質
が

あ
る
し
水
は
生
命
の
根
幹
で
す
。
だ
か

ら
こ
れ
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
石
油
か

ら
水
（
水
素
）
に
替
わ
っ
て
行
く
こ
と

で
し
ょ
う
。

自
分
の
身
の
回
り
に
起
こ
っ
た
現
象

か
ら
、
社
会
全
体
の
情
報
や
流
れ
を
読

み
取
る
練
習
を
し
ま
し
ょ
う
。

4
．
唯
識
論

こ
れ
は
と
て
も
難
解
な
の
で
考
え
方

だ
け
に
し
て
お
き
ま
す
。

仏
教
で
「
色
即
是
空
・
空
即
是
色
」
と

い
う
有
名
な
一
言
が
あ
り
ま
す
。

す
べ
て
は「
意
識
」が
つ
く
り
だ
し
た

世
界
で
、
意
識
が
な
く
な
る
と
、
こ
の

宇
宙
も
消
滅
す
る
と
い
う
教
え
で
す
。
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量
子
物
理
学
の
世
界
で
も
、
こ
の
宇

宙
は
「
人
間
の
意
識
」
が
宇
宙
を
構
成

し
て
い
る
要
素
で
あ
り
、
こ
の
宇
宙
は

人
間
の
意
識
で
で
き
あ
が
っ
て
い
る
と

い
う
と
こ
ろ
ま
で
行
き
つ
い
て
し
ま
い

ま
し
た
。

心
の
中
の
内
界
の
世
界
は
、
外
界
の

宇
宙
に
繋
が
っ
て
い
た
の
で
す
。
こ
の

4
つ
の
東
洋
の
知
恵
で
読
み
込
ん
だ
も

の
が
、
こ
れ
か
ら
起
こ
る
未
来
社
会
で

す
。数

霊
で
西
暦
を
使
っ
て
い
る
の
は
世

界
中
の
人
が
西
暦
を
使
っ
て
い
る
か
ら

で
す
。
人
間
の
意
識
が
す
べ
て
の
現
象

を
作
り
出
し
て
い
る
と
い
う
唯
識
に
基

づ
い
て
西
暦
を
使
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

人
間
の
集
合
的
無
意
識
が
未
来
を
作
っ

て
い
き
ま
す
。

時
代
は
日
進
月
歩
で
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
1
0
0
年
間
は
、
人
類
の
歴
史
の

中
で
想
像
を
絶
す
る
ほ
ど
の
進
歩
を
遂

げ
ま
し
た
。
1
0
0
年
前
は
飛
行
機
す

ら
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ

し
て
、
時
代
は
さ
ら
に
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド

で
未
来
に
進
ん
で
い
ま
す
。
50
年
先
は

お
ろ
か
10
年
先
も
読
め
な
い
時
代
に
入

っ
て
い
ま
す
。

近
年
、
科
学
の
新
発
見
、
そ
れ
に
基

づ
い
た
技
術
革
新
に
よ
っ
て
、
人
々
の

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
大
き
く
変
え
て
き

ま
し
た
。
世
界
中
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

と
い
う
通
信
網
が
張
り
巡
ら
さ
れ
た
現

代
社
会
、
時
空
を
超
え
た
人
類
の
英
知

の
結
集
が
可
能
と
な
り
、
未
来
社
会
が

ど
う
な
っ
て
い
く
か
は
誰
も
予
測
は
で

き
ま
せ
ん
。

A
I
（
人
工
知
能
）
や
V
R
（
バ
ー

チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
）
A
R
（
拡
張
現

実
）I
ｏ
T（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

は
大
き
く
人
類
社
会
を
変
革
し
て
行
く

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
は
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
を
中
心

に
「
第
四
次
産
業
革
命
」
の
ス
タ
ー
ト

の
年
で
す
。

人
は
誰
で
も
未
来
を
知
り
た
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。
ま
し
て
や
自
分
の
未
来

の
運
命
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
ら
…
と

こ
の
ま
ま
行
け
ば
自
分
の
未
来
は
一
体

ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
と
、
多
く
の
人

が
不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
未

来
が
見
え
な
い
か
ら
で
す
。

未
来
を
予
知
す
る

「
予
知
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い

る
の
は「
予
測
」
で
は
な
い
か
ら
で
す
。

「
予
測
」
と
い
う
の
は
左
脳
で
ロ
ジ
カ
ル

に
現
状
を
分
析
し
て
科
学
的
に
未
来
を

予
測
す
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
変
わ
っ

て
、「
予
知
」
と
い
う
の
は
右
脳
で
直

感
的
に
未
来
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
き
ま

す
。直

感
と
い
う
も
の
は
「
感
じ
る
」
世

界
な
の
で
、
な
ぜ
そ
う
な
る
か
の
説
明

は
困
難
で
す
。
直
感
を
働
か
せ
る
た
め

の
ヒ
ン
ト
や
発
想
が
「
東
洋
の
知
恵
」

の
中
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

学
ぶ
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
東
洋
の
考

え
方
や
知
恵
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
は
あ
な
た
自
身
が
未
来

を
イ
メ
ー
ジ
（
予
知
）
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

東
洋
の
秘
伝
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
あ
な
た
も
き
っ
と
未
来
を
読

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

今
は
ア
メ
リ
カ
と
北
朝
鮮
が
戦
争
状
態

に
入
っ
て
ま
す
が
、
こ
の
原
稿
が
み
な

さ
ん
の
目
に
触
れ
る
頃
に
は
「
北
朝
鮮

問
題
」
は
平
和
的
な
解
決
に
向
か
っ
て

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
ア
メ
リ
カ

は
2
0
2
2
年
頃
に
は
す
で
に
覇
権

国
と
し
て
の
権
威
は
な
く
な
っ
て
い
る

は
ず
で
す
。

東
洋
思
想
は
こ
の
よ
う
に
未
来
を
読

み
込
ん
で
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

当
日
の
参
加
者
は
会
員
13
名
、
非
会

員
15
名
、
初
参
加
6
名
計
34
名
で
し
た
。

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
二
七
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

霊
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
て
み
よ
う

講
師

　

 

河 

原 

優
子 

氏（
非
営
利
型 

一
般

社
団
法
人 

日
本
ヒ
ー
リ
ン
グ
・

サ
イ
エ
ン
ス
協
会 

代
表
理
事
）

　

 

藤 

野 

浩
司 

氏
（
日
本
ヒ
ー
リ
ン

グ
・
サ
イ
エ
ン
ス
協
会 

理
事
）

と
き　

：
平
成
30
年
4
月
21
日（
土
）

と
こ
ろ
：
大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

◎
河
原
優
子
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

日
本
ヒ
ー
リ
ン
グ
・
サ
イ
エ
ン
ス
協
会

代
表
理
事
。

1
9
7
0
年　

大
阪
生
ま
れ
。

1
9
9
2
年　

藤
野
氏
と
出
会
い
、
そ

の
考
え
に
影
響
を
受
け
、
ヒ
ー
リ
ン

グ
・
タ
ロ
ッ
ト
の
習
得
に
本
格
的
に
取

り
組
む
。

2
0
1
0
年　

ハ
ー
ト
エ
ナ
ジ
ー
を
設

立
し
、
ヒ
ー
リ
ン
グ
講
座
・
タ
ロ
ッ
ト

講
座
を
開
講
す
る
。
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2
0
1
4
年　

非
営
利
型
一
般
社
団
法

人
日
本
ヒ
ー
リ
ン
グ
・
サ
イ
エ
ン
ス
協

会
を
設
立
し
、
協
会
独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
広
め
る
た
め
に
精
力
的
に
活
動
し
て

い
る
。

2
0
1
8
年
「
日
本
で
い
ち
ば
ん
簡
単

な
タ
ロ
ッ
ト
占
い
」を
出
版
す
る
。

◎
藤
野
浩
司
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

日
本
ヒ
ー
リ
ン
グ
・
サ
イ
エ
ン
ス
協
会

理
事
。

1
9
6
0
年　

大
阪
生
ま
れ
。

1
9
9
0
年
頃「
霊
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

の
存
在
に
気
が
つ
き
、
同
時
に
タ
ロ
ッ

ト
の
有
効
性
に
も
着
目
す
る
よ
う
に
な

る
。
以
降
、
気
功
・
ヨ
ガ
等
、
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
関
連
の
知
識
を
深
め
て
い
く

う
ち
に「
既
存
の
や
り
方
は
間
違
っ
て

は
い
な
い
が
、
ど
こ
か
ピ
ン
ト
が
ず
れ

て
い
る
の
で
は
?
」
と
考
え
、
新
し
い

手
法
を
探
究
す
る
よ
う
に
な
る
。
現
在
、

ヒ
ー
リ
ン
グ
と
タ
ロ
ッ
ト
に
お
い
て「
簡

単
に
感
じ
て
、
使
い
こ
な
せ
る
こ
と
が

で
き
る
」に
重
点
を
お
い
た
独
自
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
考
案
し
、
そ
の
普
及
に
力
を
注

い
で
い
る
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
、
ヒ
ー
リ
ン
グ
は

科
学
で
あ
り
、
測
定
可
能
で
あ
り
再
現

性
が
あ
る
事
に
重
点
を
お
い
て
い
ま
す
。

ま
ず
最
初
に「
霊
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
」を

感
じ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
じ
つ
は
、

多
少
の
コ
ツ
で
あ
っ
け
な
い
ほ
ど
簡
単

に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

生
命
＝
霊
的
エ
ネ
ル
ギ
ー

命
あ
る
も
の
は
、
全
て
霊
的
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
も
っ
て
い
る
。
人
は
、
肉
体
と
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ボ
デ
ィ（
霊
体
）か
ら

で
き
て
い
る
。
私
た
ち
は
、「
気
」「
オ

ー
ラ
」「
ハ
ン
ド
パ
ワ
ー
」
な
ど
、
実
は

同
じ
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
指
し
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

協
会
が
開
催
し
て
い
る
体
験
会
で
は
、

「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ボ
デ
ィ
を
8
割

の
人
が
10
分
で
感
じ
る
」
事
が
で
き
ま

す
。ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ボ
デ
ィ
と
は
？

「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ボ
デ
ィ（
霊
体
）」

は
肉
体
と
対
す
る
言
葉
で
、
ス
ピ
リ
チ

ュ
ア
ル（
霊
的
）な
意
味
で
の
人
の
体
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・

ボ
デ
ィ
は
、
誰
に
で
も
あ
る
も
の
で
す

が
、
肉
体
と
は
違
い
普
段
は
目
に
見
え

ま
せ
ん
。
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ボ
デ
ィ

と
オ
ー
ラ
は
、
同
じ
も
の
で
す
。

「
オ
ー
ラ
」
と
い
う
言
葉
は
、
日
常
語

と
し
て
も
か
な
り
普
通
に
使
わ
れ
て
い

て
特
に
、

「
あ
の
人
は
特
別
。
オ
ー
ラ
が
出
て
い

る
」
と
い
っ
た
よ
う
な
使
わ
れ
方
が
多

い
で
す
。

オ
ー
ラ
と
い
う
言
葉
を
使
う
と
「
聖

人
や
ス
タ
ー
、
セ
レ
ブ
と
い
っ
た
よ
う

な
特
別
な
人
が
も
っ
て
い
て
、
普
通
の

人
に
は
な
い
の
か
」
と
誤
解
さ
れ
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
で
す
の
で
、
私
た

ち
み
ん
な
が
も
っ
て
い
る
も
の
を
表
す

言
葉
と
し
て
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ボ

デ
ィ
」
を
使
っ
て
い
き
ま
す
。
約
80
%

の
人
が
、
最
初
の
10
分
で
「
こ
れ
の
こ

と
!
」と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ボ
デ
ィ
は
、
霊
的

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
て
、
肉

体
を
覆
う
よ
う
に
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・

ボ
デ
ィ
が
あ
り
、
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ボ
デ
ィ
は

肉
体
を
維
持
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
。

活
力
・
内
面
の
チ
カ
ラ
。

今
回
は
「
霊
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ

る
こ
と
」「
効
果
的
な
パ
ワ
ー
U
P
法
」

を
学
ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
で
重
要
な
の
は
知

識
・
技
術
で
な
く
、
知
覚
（
感
覚
）
で

す
。
そ
し
て
新
し
い
知
覚
に
目
覚
め
る

と
い
う
事
は
、
本
人
に
と
っ
て
世
界
が

変
わ
る
事
を
意
味
し
ま
す
。
目
の
見
え

な
い
人
が
、
色
彩
や
光
に
気
づ
く
の
と

同
じ
で
す
。
そ
れ
ま
で
認
識
で
き
な
か

っ
た
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
世

界
観
や
人
生
観
が
激
変
し
ま
す
。

そ
の
知
覚
は
誰
も
が
備
わ
っ
て
い
ま
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す
が
、
気
付
い
て
い
な
い
だ
け
で
す
。

そ
し
て
実
は
、
ほ
ん
の
少
し
の
コ
ツ
で

簡
単
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
な

の
で
す
。

と
こ
ろ
で
分
か
り
や
す
く
お
話
し
し

ま
す
と
、
も
の
が
稼
動
す
る
も
の
は
、

「
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
」
と「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」で

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
な
ら
、

テ
レ
ビ
本
体
と
電
気
が
必
要
。
車
な
ら
、

車
本
体
と
ガ
ソ
リ
ン
が
必
要
。
人
な
ら

肉
体
と
霊
的
エ
ネ
ル
ギ
ー（
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
・
ボ
デ
ィ
）が
あ
っ
て
生
き
て
い
ら

れ
ま
す
。

医
学
が
人
体
は
細
胞
と
い
う
部
品
で

構
成
さ
れ
て
い
る
機
械
工
学
な
ら
、
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ボ
デ
ィ
は
、
電
気
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
相
当
す
る
電
気
工
学
の
よ

う
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ボ
デ
ィ
は
、
霊

的
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
て
、

肉
体
を
覆
う
よ
う
に
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

ル
・
ボ
デ
ィ
が
あ
り
、
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ボ
デ
ィ

は
肉
体
を
維
持
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
。

活
力
・
内
面
の
チ
カ
ラ
。

・
人
の
構
造

人
＝
肉
体
+
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ボ
デ

ィ（
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
）

物
が
動
く
に
は
、
ハ
ー
ド
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
テ
レ
ビ
は
、

電
気
が
必
要
、
車
に
は
ガ
ソ
リ
ン
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

医
学
が
人
体
は
細
胞
と
い
う
部
品
で

構
成
さ
れ
て
い
る
機
械
工
学
な
ら
、
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ボ
デ
ィ
は
、
電
気
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
相
当
す
る
電
気
工
学
の
よ

う
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

人
は
、
こ
の
2
つ
で
成
り
立
っ
て
い

ま
す
が
こ
の
2
つ
の
解
明
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
違
う
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、「
心
霊
」
と
い
う
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
・
ボ
デ
ィ
の
活
性
化
と
メ
ン

タ
ル
は
密
接
な
関
係
が
あ
り
ま
す
。

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ボ
デ
ィ
が
パ
ワ
ー

ダ
ウ
ン
す
る
と
、
メ
ン
タ
ル
も
下
が
り
、

ス
ト
レ
ス
耐
性
が
下
が
り
ま
す
。

下
図
の
人
の
体
が
マ
ル
で
囲
ん
で
あ

り
ま
す
。
本
当
は
人
は
立
体
な
の
で
、

マ
ル
は
ボ
ー
ル
の
よ
う
な
感
じ
だ
と
思

っ
て
下
さ
い
。
ボ
ー
ル
を
上
下
に
引
っ

張
っ
て
引
き
伸
ば
し
た
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
で
す
。
人
が
風
船
の
中
に
入
っ
て
い

る
よ
う
な
感
じ
と
思
っ
て
い
た
だ
け
た

ら
良
い
で
す
。

こ
れ
が
、「
人
間
」で
す
。

人
の
形
を
し
て
い
る
も
の
、
こ
れ
が
、

肉
体
で
す
。

で
は
、
体（
肉
体
）を
お
お
っ
て
い
る
、

風
船
み
た
い
な
も
の
、
こ
れ
が
、「
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
ル
・
ボ
デ
ィ
」で
す
。

「
人
間
」
＝
「
肉
体
」
+
「
ス
ピ
リ
チ

ュ
ア
ル
・
ボ
デ
ィ
」
と
い
う
式
が
で
き

ま
す
ね
。

向
か
い
合
わ
せ
た
手
の
ひ
ら
の
間
が

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ボ
デ
ィ
の
一
部
で

あ
り
、
気
の
出
入
り
口
と
な
り
ま
す
。

敏
感
な
と
こ
ろ
な
の
で
、「
何
か
あ
る
」

と
感
じ
こ
と
が
、
強
く
出
る
場
所
で
す
。

今
回
、
研
究
集
会
で
霊
的
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
に
ヒ
ー
リ

ン
グ
ワ
ー
ク
を
3
回
行
い
ま
し
た
。
4

～
5
名
で
輪
に
な
り
ご
自
分
の
右
手
を

隣
の
人
の
左
の
手
の
ひ
ら
に
、
ご
自
分

の
左
手
は
隣
の
人
の
右
手
の
手
の
ひ
ら

に
10
～
15
セ
ン
チ
ほ
ど
は
な
し
重
ね
ま

す
。
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ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ボ
デ
ィ
の
出
入

り
部
分
で
あ
り
、
数
名
で
手
の
ひ
ら
を

重
ね
る
こ
と
で
人
数
分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
流
れ
出
し
ま
す
。
1
人
で
行
う
よ
り

も
4
～
5
名
で
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
行
う
と

人
数
分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
流
れ
る
た
め

効
率
が
良
い
の
で
す
。

・�

1
回
目　

7
、
8
分
の
ヒ
ー
リ
ン
グ

を
行
う
こ
と
で
参
加
者
か
ら
手
の
ひ

ら
が「
も
わ
っ
も
わ
っ
と
し
た
感
じ
が

し
ま
す
。」、「
手
の
ひ
ら
が
温
か
い
」

と
ご
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・�

2
回
目
「
ピ
リ
ピ
リ
と
感
じ
ま
し
た
。」

「
磁
石
の
反
発
を
感
じ
ま
す
。」「
隣

の
人
が
手
の
ひ
ら
を
く
る
く
る
回
転

さ
せ
る
、
上
下
に
動
か
す
と
そ
の
動

き
に
合
わ
せ
て
手
の
ひ
ら
で
感
じ
ま

す
。」と
ご
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・�

3
回
目　

今
度
は
、
お
一
人
ず
つ
頭

上
20
～
30
セ
ン
チ
上
か
ら
ヒ
ー
リ
ン

グ
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
他
の
参
加

者
も
ヒ
ー
リ
ン
グ
で
繋
が
る
ワ
ー
ク

を
行
い
ま
し
た
。

頭
上
か
ら
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
行
う
こ
と

で「
体
が
傾
く
人
や
体
が
揺
れ
る
、
手

の
ひ
ら
の
ピ
リ
ピ
リ
感
が
先
ほ
ど
よ
り

も
強
く
感
じ
る
!�

手
の
ひ
ら
に
な
に
か

あ
る
と
い
う
感
覚
が
よ
り
分
か
る
。」
中

に
は
、「
頭
が
引
っ
張
ら
れ
て
い
る
感
じ

が
し
た
と
い
う
人
も
お
ら
れ
ま
し
た
。」

ま
た
4
月
の
時
期
で
し
た
が
ヒ
ー
リ

ン
グ
を
す
る
事
で
、
体
が
暑
く
な
っ
て

き
ま
す
の
で
ゆ
る
め
に
冷
房
を
い
れ
て

い
ま
し
た
が
、
参
加
者
か
ら「
暑
い
で

す
。
冷
房
を
強
く
し
て
下
さ
い
。」
と
い

う
お
声
も
あ
り
ま
し
た
。
内
面
が
活
性

化
す
る
た
め
、
肉
体
が
ぽ
か
ぽ
か
し
て

き
ま
す
。

頭
上
か
ら
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
行
う
こ
と

で
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ボ
デ
ィ
に
霊

的
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
流
れ
る
た
め
そ
れ
ま

で
滞
っ
て
い
た
部
分
が
動
き
だ
し
そ
の

影
響
で
体
が
傾
く
や
引
っ
張
ら
れ
る
、

中
に
は
体
が
揺
れ
る
と
い
う
症
状
が
出

る
人
が
い
ま
す
。

つ
ま
り
霊
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
急
激
に

流
れ
る
と
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ボ
デ
ィ

が
伸
び
を
し
出
し
、
様
々
な
肉
体
の
動

き
を
お
こ
す
人
も
い
ま
す
。

今
回
、
3
回
ヒ
ー
リ
ン
グ
ワ
ー
ク
を

行
い
ま
し
た
が
終
了
す
る
度
に
お
一
人

で
両
手
を
合
わ
せ
て
10
～
15
セ
ン
チ
程

は
な
し
、
手
の
ひ
ら
で
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

ル
・
ボ
デ
ィ
を
感
じ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
回
数
を
か
さ
ね
る
ご
と
に
両
手
の

手
の
ひ
ら
を
徐
々
に
は
な
し
て
も
よ
り

感
じ
、
わ
か
り
ま
す
。

ヒ
ー
リ
ン
グ
後
は
、
回
数
を
重
ね
る

こ
と
で
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ボ
デ
ィ
の

存
在
が
よ
り
感
じ
る
こ
と
が
出
来
た
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

①
最
初

②
ヒ
ー
リ
ン
グ
後
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

①
と
②
を
比
べ
て
い
た
だ
く
と
ヒ
ー

リ
ン
グ
後
に
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ボ
デ

ィ
が
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
を
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
れ
が
練
習
の
成
果
と

効
果
な
の
で
す
。

こ
の
霊
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
ヒ
ー
リ
ン

グ
で
、
体
の
周
り
を
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・

ボ
デ
ィ
が
覆
っ
て
い
る
こ
と
を
ま
ず
は
、

感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
非
常
に
大
切

な
の
で
す
。
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ボ
デ

ィ
は
僅
か
数
分
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。
回
数
を
重
ね
る
こ
と
で
よ

り
感
覚
が
鋭
く
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
練
習
を
す
る
こ
と
で

人
間
の
肉
体
の
周
り
を
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

ル
・
ボ
デ
ィ
が
覆
っ
て
い
る
こ
と
を
ご

自
分
の
手
の
ひ
ら
で
感
じ
る
こ
と
が
で

き
て
き
ま
す
。

3
回
の
ヒ
ー
リ
ン
グ
ワ
ー
ク
後
、
お

1
人
で
両
手
の
手
の
ひ
ら
を
合
わ
す
と

手
の
ひ
ら
の
距
離
が
ひ
ろ
が
る
人
が
多

く
ヒ
ー
リ
ン
グ
の
霊
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

感
じ
て
い
た
だ
き
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た

こ
と
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

人
は
、
年
齢
と
と
も
に
ス
ト
レ
ス
や

思
い
込
み
で
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ボ
デ

ィ
が
パ
ワ
ー
ダ
ウ
ン
を
お
こ
し
ま
す
。

「
心
霊
」
と
い
う
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・

● �●



ボ
デ
ィ
の
活
性
化
と
メ
ン
タ
ル
は
密
接

な
関
係
が
あ
る
の
で
す
。

ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ツ
と
練
習

で
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ボ
デ
ィ
を
パ
ワ

ー
ア
ッ
プ
で
き
る
の
で
す
。
今
回
、
霊

的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
参
加
者
の
多
く
の
人

た
ち
に
感
じ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

今
後
も
普
及
活
動
に
向
け
て
活
動
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

今
回
の
参
加
者
は
会
員
12
名
、
非
会

員
18
名
、
計
30
名
で
し
た
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売
の

お
知
ら
せ

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
・
音
声
フ
ァ
イ

ル
（
約
3
時
間
）
を
記
録
し
た
U
S
B

メ
モ
リ
ー
で
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ほ

と
ん
ど
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
あ
る
い
は
ノ

ー
ト
型
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
・
パ
ソ
コ
ン

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

価
格　

1
本
に
つ
き　

二
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
送
料
含
む
）

※
御
注
文
は
メ
ー
ル
ま
た
は
F
A
X
で

左
記
に
掲
載
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
ま

た
は
F
A
X
番
号
）
に
、「
2
0
1
※
年

○
月
○
○
○
○
氏
ビ
デ
オ
購
入
希
望
」

と
記
し
て
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
御
注
文
願
い
ま

す
。
2
週
間
以
内
に
発
送
致
し
ま
す
。

E-m
ail�office21@

psij.m
ail-box.ne.jp

F
A
X
0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1

お
支
払
い
は
、
到
着
後
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
で
8
日
以
内
に
お
振
り
込
み

い
た
だ
け
れ
ば
、
結
構
で
す
。

以
下
の
ビ
デ
オ
映
像
か
ら
、
御
注
文

願
い
ま
す
。

◎
2
0
1
3
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

大
野�

百
合
子�
氏

「�

宇
宙
図
書
館（
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
）

か
ら
見
た
世
界
の
仕
組
み
と
私
た
ち

―
あ
な
た
は
誰
な
の
か
―
」

◎
2
0
1
3
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

浪
平�

博
人�

氏

「
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
瞬
間
教
育
」

◎
2
0
1
3
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

松
原�

秀
樹�

氏

「
ア
レ
ル
ギ
ー
を
治
す
秘
訣
」

◎
2
0
1
3
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

酒
向�

猛�

氏

「
千
島
学
説
を
知
る
た
め
に
」

◎
2
0
1
3
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

奥
野�

節
子�

氏

「
ブ
ラ
ジ
ル
の
奇
跡
の
ヒ
ー
ラ
ー

ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
」

◎
2
0
1
3
年
10
月
第
23
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
サ
イ
と
自
然
治
癒
力
」

◎
2
0
1
3
年
11
月
本
部
例
会

講
師　

小
久
保�

秀
之�

氏

「
生
体
セ
ン
サ
に
よ
る
サ
イ
研
究

―
超
能
力
研
究
の
最
前
線
」

◎
2
0
1
4
年
1
月
本
部
例
会

講
師　

小
川�

博
章�

氏

「
魂
の
発
見
」

◎
2
0
1
4
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

西
川�

眞
知
子�

氏

「
生
命
の
智
恵　

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ

―
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
か
ら
見
る
生
命

の
す
ば
ら
し
さ
―
」

◎
2
0
1
4
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

岩
根�

和
郎�

氏

「
般
若
心
経
と
サ
イ
科
学
」

◎
2
0
1
4
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

秦�

西
平�

氏

「
気
超
科
学
と
宇
宙
生
命
哲
学

新
病
気
学
」

◎
2
0
1
4
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

小
林�

信
正�

氏

「
ラ
ッ
プ
現
象
の
究
明
～
オ
ー
ブ
と
の

関
連
性
に
つ
い
て
～
」

◎
2
0
1
4
年
9
月
本
部
例
会

　

講
師　

石
川�

允
朗�

氏

「�

死
後
の
世
界
と
輪
廻
転
生
に
つ
い
て
の

一
考
察
」

◎
2
0
1
4
年
10
月
第
24
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
サ
イ
と
天
変
地
異
」

◎
2
0
1
4
年
11
月
本
部
例
会

　

講
師　

坂
井�

洋
一�

氏

「�

日
本
人
は
知
ら
な
い
!
縄
文
日
本
の

驚
く
べ
き
真
実
」

◎
2
0
1
5
年
1
月
本
部
例
会

　

講
師　

英
国
か
ら
の
特
別
ゲ
ス
ト

「�

T
H
E�

S
O
U
R
C
E�

C

�

O

�

D

�
E
�S�

ソ
ー
ス
コ
ー
ド
は
何
で
す
か
?
」

◎
2
0
1
5
年
4
月
本
部
例
会

　

講
師　

根
本�

泰
行�

氏

「�

水
か
ら
の
伝
言
」
と
「
新
し
い
水
の
科

学
」

◎
2
0
1
5
年
5
月
本
部
例
会

　

講
師　

水�

華�

氏

「
君
を
見
放
し
た
り
は
し
な
い
―
宇
宙

神
技
点
描
画
家
―
水
華
の
世
界
（
ヒ
カ

ル
ラ
ン
ド
）」

　

講
師　

上
部�

一
馬�

氏

「
巨
大
地
震
を
1
週
間
前
に
つ
か
め
」

●� ●



◎
2
0
1
5
年
6
月
本
部
例
会

　

講
師　

末
武�

信
宏�

氏

「�

先
端
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
医
療
&
超

人
を
生
む
自
律
神
経
の
開
発
」

◎
2
0
1
5
年
7
月
本
部
例
会

　

講
師　

飛
沢�

誠
一�

氏

「�

見
え
な
い
世
界
の
情
報
を
如
何
に
活

用
す
る
か
?
」

◎
2
0
1
5
年
9
月
本
部
例
会

　

講
師　

山
田�

欽
子�

氏

「
あ
な
た
の
人
生
が
楽
し
く
な
る

イ
ン
ド
占
星
術
」

◎
2
0
1
5
年
10
月
第
25
回
全
国
大
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
あ
の
世
と
多
次
元
世
界
」

◎
2
0
1
5
年
11
月
本
部
例
会

　

講
師　

坪
井�
香
譲�

氏

「�

野
性
と
霊
性
・
ヒ
ト
の
原
点

『
直
立
二
足
歩
行
』か
ら
問
う
」

◎
2
0
1
6
年
1
月
本
部
例
会

　

講
師　

佐
々
木�

茂
美�
氏

　

講
師　

佐
藤�

禎
花�

氏

　

講
師　

苗�

鉄
軍�

氏

「
オ
ー
ブ
研
究
の
現
状
報
告
」

◎
2
0
1
6
年
2
月
本
部
例
会

　

講
師　

正
木�

晃�

氏

「
霊
魂
観
の
現
在
」

◎
2
0
1
6
年
4
月
本
部
例
会

　

講
師　

沖
田�

祐
美
子�

氏

「
神
々
の
謎
」

◎
2
0
1
6
年
5
月
本
部
例
会

　

講
師　

河
野�

貴
美
子�

氏

「�

意
識
、
無
意
識
、
そ
し
て
潜
在
能
力

を
脳
の
観
点
か
ら
ど
こ
ま
で
解
明
で

き
る
か
?
」

◎
2
0
1
6
年
6
月
本
部
例
会

　

講
師　

エ
ス
パ
ー
・
小
林�

氏

『「
運
」が
つ
く
人
、「
霊
」が
憑
く
人
』

◎
2
0
1
6
年
9
月
本
部
例
会

　

講
師　

志
賀�

一
雅�

氏

「
7 .8�

Hz
の
ス
ロ
ー
α
波
の
驚
異
」

◎
2
0
1
6
年
10
月

　

創
立
40
周
年
記
念
大
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
地
球
外
知

　

的
生
命
：
U
F
O
と
宇
宙
人
（
宇
宙

　

人
サ
ミ
ッ
ト
）」

◎
2
0
1
6
年
12
月
本
部
例
会

　

講
師　

藤
枝�

伸
二�

氏

「
藤
枝
流
健
康
増
進
法
」

◎
2
0
1
7
年
2
月
本
部
例
会

　

講
師　

秋
山�

佳
胤�

氏

「�

私
た
ち
の
存
在
の
本
質
に
つ
い
て
、

波
動
的
、
物
質
的
視
点
か
ら
考
え
る
」

◎
2
0
1
7
年
4
月
本
部
例
会

　

講
師　

池
川�

明�

氏

「�
子
供
達
の
出
産
前
の
記
憶
が
教
え
て

く
れ
る
こ
と
」

「
子
供
サ
ミ
ッ
ト
」

　

�

生
れ
る
前
の
記
憶
を
持
っ
て
い
る
子

供
た
ち
と
、
た
い
わ
士
の
南
山
み
ど

り
さ
ん
の“
た
い
け
ん
ト
ー
ク
会
”

◎
2
0
1
7
年
6
月
本
部
例
会

　

講
師　

大
高�

ゆ
う
こ�

氏

「�

自
分
も
知
ら
な
い
自
分
と
出
会
う

―
夢
の
チ
カ
ラ
」

　

講
師　

小
林�

敦�

氏

「
人
類
の
存
亡
を
分
け
る
も
の
」

◎
2
0
1
7
年
9
月
本
部
例
会

　

講
師　

石
川�

允
朗�

氏

「�

健
康
で
長
生
き
す
る
こ
と
を
科
学
的

と
心
霊
的
、
そ
し
て
S
W
Ⅱ
に
つ
い

て
の
実
演
」

◎
2
0
1
7
年
10
月
第
26
回
全
国
大
会

　

�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ「
A
I
を
乗

り
越
え
る
の
は
?�

A
I［
人
工
知
能
］

vs
P
S
I［
サ
イ
能
力
］」

◎
2
0
1
8
年
2
月
本
部
例
会

　

講
師　

篠
浦�

伸
禎�

氏

「
覚
醒
下
手
術
か
ら
始
ま
る
統
合
医
療
」

◎
2
0
1
8
年
4
月
本
部
例
会

　

講
師　

七
沢�

智
樹�

氏
、
杉
山�

彰�

氏

「�

ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
シ
ス
テ
ム
が
拓
く
未

来
」

◎
2
0
1
8
年
6
月
本
部
例
会

　

講
師　

由
井�

寅
子�

氏

「�

体
・
心
・
魂
を
三
位
一
体
で
治
癒
に

導
く�

未
来
の
医
学
『
Z
E
N
ホ
メ
オ

パ
シ
ー
』」

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

ギーの助けをうけて、次第に進行してカオス・
アトラクターを画き、オーブ（たまゆら）の円形
内模様を形成する事になる。カオス・アトラク
ターの内容（模様）を決めるものは、意識とオー
ブ内のサイ（気）との同調、つまりマクロPKで
あろう、と推定している。カオス理論に基づき、
撮影されたオーブ（たまゆら）画像のフラクタ
ル解析を行った結果、スピリットオーブの内部
模様（表情）の類別ができることがわかった。

例えば（A）シングルピークの模様、（B）ダブ
ルピークの模様、（C）マルチピークの模様、と
いった分類ができる（サイ科学Vol. 36、No.1、
pp2 -8参照）。

以上より、スピリットオーブの内部模様（表
情）が、撮影者の体内を流れる気（サイ）、な
らびに、円内模様を形成するカオス・アトラク
ターと密接な関係のある事が判った。

● �●



対が普通のオーブ（陰陽イオン対等）に加算さ
れた場合をスピリットオーブ（たまゆら）と呼ん
でいる。

撮影された一枚のオーブ群写真の中で、同
一模様（表情）が現れる（一般的）のは、撮影者
の意念が形成する陰陽PSI-spin対と、体外に
ある陰陽PSI-spin対が共振（同調）したためで
あろう。つまりマクロPKが生じてオーブが写っ
た為であろう、と考えられる。なお、オーブの
円内模様（表情）を、複雑性科学の画像解析法
を用いて検討したところ、低次元決定論的なカ
オス性のある事が判り、得られたフラクタル数
は、D=1.9～2.3であった。これは、オーブに
現れるカオスを駆動するための変数を意味して
いる。つまりD個のチャクラから、カオス・ア
トラクターを駆動するパワーが出ている、と判
断できる。

5．意識とオーブの関係
呼びかけに応じて答えてくれる、意識をもっ

ているらしい、霊の投影された存在である等、
オーブの形成・出現には人格要因が関係する
と言われている。然しそれらの仕組みや機構
については、科学的に説明する事は無かった
様に思う。（1）意識と体外にある物質とが直接
に情報を交換する現象をマクロPK（念力）と
いい、両者間を仲介する物質をサイ（気）と言
う。（2）サイ（気）現象は、基盤になる現象の変
曲点（零場中の零点）で、エネルギー一定条件
で生起する。（3）この時の意識は変性意識状態

（ASC）であり、醒めた意識はむしろ否定的（現
象阻止）に作用する傾向がある。一方、（4）オー
ブと意識の間には、情報交換があるのでオー
ブもマクロPKであるらしい。しかし、今まで
は未検討であった。

経験によると、写り込んでくるスピリット
オーブは円の直径、模様（表情）、色合い、ヘ
イロー（halo）などは様 （々ランダム）であるが、
撮影者の意念（意識を集中して念ずる）によっ
て決まっており、一枚の写真にはほぼ同一の模
様（表情）が写されてくる。

6．オーブ形成とカオス解析
6 -1）オーブの形成

地球は電磁気的には巨大な球形・地球コン
デンサー（約30万V）として存在している。地
球表面上の大気の大部分は水蒸気と二酸化炭
素であるが、大気電界等のために水蒸気は電
離していて、H（陽イオン）、OH（陰イオン）、
電子（−）になっている。この大気イオン群の
中にエアゾール（埃、微細塵）を入れると、宇
宙線、大気電界やイオン間の相互作用などに
より、大気陽イオン・ボールと大気陰イオン・
ボールの組合せができる。この一対は、右方
向回転ならびに左方向回転の巴型状組合せ（ベ
クトルは上、下）である。一般には裏表、前後、
左右、など様々な組み合わせの下で、全体と
して中和している集団（群）となる、と推定し
ている。空気成分の電離とエアゾール（埃、微
細塵）によって形成された巴型の大気陰・陽イ
オン・ボール（オーブ）が絞り込まれて、その
上に、ゼロ場（ゼロ点）が形成され、そこにサ
イ（気）が加算してスピリットオーブができる。
なお、サイ（気）は、プラナ、微細身素粒子等
から構成されている。つまり、スピリットオー
ブは意識要素としてのサイ（気）がオーブに加
算されたものである。

他方オーブ（たまゆら）の出現（撮影）結果に
は多くの素粒子類似の性質が現れている。例
えば､ 空間に広く拡散していて、グループ（団
体）としてランダムに現れる。6秒毎の撮影の
時でも、毎回その円内模様､ 大小、模様など
は様々に変化している。これは､ オーブ全体
としての結合が弱く､ その為にそれぞれの結
合･構成要素の性質が現れる為ではないだろう
か、と思う。変性意識状態（ASC）に近い状態
の撮影者の皮膚（チャクラ）から放出されるサ
イ（気）とカオス・アトラクターを伴って成長し
たオーブ上の「サイ、気」が同調して、写真に
写ることになるのだろう。つまり大気陰・陽イ
オン・ボール形成（オーブ）は物理現象であり、
これに意識要素としてのサイ（気）が加算され
てスピリットオーブになり、撮影者と体外にあ
るスピリットオーブとの共振・共鳴によってマ
クロPKが生起する、と判断・仮定している。

6 -2）オーブ（たまゆら）の模様
スピリットオーブは、外部からの光エネル

●� ●



1．はしがき
オーブの円内模様（表情）を、複雑性科学の

画像解析法を用いて検討したところ、低次元
決定論的なカオス性のある事が判り、得られた
フラクタル次元は、D=1.9～2.3であった。本
稿では、円内模様（表情）の形成をカオスの解
析の立場から検討することにした。

2．オーブの撮影方法
準備として、潜在脳（無意識）並びにチャ

クラの活性化を行う。瞑想法や呼吸法などを
用いて脳波（EEG）をα波とθ波の境目「7～
8Hz」にして、両者の入替が出来る様に練習・
努力する。予備実験によると、オーブを撮影
する事ができる人は入替が出き、写せない人
は出来ないからである。つぎに、デジタルカメ
ラのシャッターを半押しにして、カメラから近
赤外線を放射して液晶画面を機能させ、その
上にオーブを呼び込む。この理由として、オー
ブは近赤外線域に潜在していて非可視なので、
可視化してから「出現を御願いする」為であ
る。撮影は、カメラの撮影モードをPに合わせ

（シャッターと絞りが自動）、空気成分が電離し
ていると思われる薄暗い空間の、オーブが居る
と思われる方向に向けて、フラッシュ撮影する。

3．カオス解析法の内容
運動が多くの変数によって構成されている

場合には、方程式を解析的に解くことは出来な
い。しかし、コンピュータを用いたカオス解析
法（図解法）を用いれば、数値的に解くことが
出来る。数値的に描いた軌道をアトラクターと

言う。自然現象や生命には様々な「ゆらぎ」が
あり、「ゆらぎ」は「ゆとり」でもある。「ゆらぎ」
の中で重要な位置を占めているのにカオスがあ
る。カオスは混沌ともいい、複雑で不規則であ
り、非可逆性を持つ非周期運動なので、結果
を長期に予測する事はできない。つまり再現性
は期待できない。しかし再現性や因果律を破る
カオスは自然界のマクロ物質や生体系で見られ
る普遍的な運動形態でもある。カオスになる場
合には、運動の初期で極僅かな相違であった
としても、ついには、無視出来ない程の大きな
差異を生じる事になる。そして、この現象は偶
然に支配されている。つまりカオスは初期条件
に敏感に依存する運動であるといえる。

4．フラクタル数
東洋の伝統医学によれば、人体は粗大身（肉

体など）と微細身（非科学、生命エネルギー）
から構成されており、前者は可視（科学的）で
あるが後者は非可視（極微細、素粒子よりも小
粒）である。この微細身は陰と陽の気（サイ、
プラナ）エネルギーから構成されており、2本
の陰、陽の気道（ナーダイ）内を流れて、チャ
クラ（生命エネルギーセンター）を介して､ 身
体を内包している「オーラ」内に放出される。
この「オーラ」内では、陰と陽の「気（サイ）」ス
ピンは互いに引き合って巴型状のスピン対にな
る（陰陽PSI-spin対形成）。この陰陽PSI-spin
対には、指紋やDNAと同様に個性はあるが、
人々の生死、年令、男女、種族などの区別が
なく、しかもオーブの背景空間にも、それらは
存在している（実測）。筆者らは、このスピン
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スピリットオーブのフラクタル数はD=1.9～2.3であるスピリットオーブのフラクタル数はD=1.9～2.3である
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